
第３部  基本計画

前期基本計画体系図 
第１章 まちに賑わいを

第１節 人と自然が調和する快適生活拠点都市

基本施策１ 機能的でコンパクトなまちづくり

基本施策２ 美しく豊かな自然環境の保全整備

基本施策３ 快適な住環境整備

第２節 地域で支え合う安全・安心なまち

基本施策４ 備えあれば憂いなし、

いつもの見守りが地域の力に

基本施策５ 地域コミュニティの自立・活性化

第２章 ひとに輝きを

第１節 地域で人を育てるまち

基本施策６ 地域の核となる

結婚・出産・子育て未来拠点都市

第２節 「知・徳・体」の調和を目指した教育の充実

基本施策７ 地域の核となる教育環境拠点都市

第３節 ライフステージに応じた生涯学習の推進

基本施策８ 生涯学習・生涯スポーツ・文化の推進

基本施策９ 人権教育・男女共同参画の啓発・推進

第４節 健康に暮らせるまち

基本施策 地域総合ケアの推進

基本施策 「寿命＝健康寿命」を目指して

第３章 しごとの創出を

第１節 創業支援と企業誘致

基本施策 生産力の向上を目指して

基本施策 企業の元気は、まちの元気

基本施策 全国に発信 くらてブランド

第４章 まちの魅力を全国に

第１節 情報発信力の強化

基本施策 シティプロモーション

	
	

基
本
構
想	

（１）短期目標	

	

（２）中期目標	

	

（３）長期目標	

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

出生数（5年累計） 528 481 489 530 563 529 504 486 459 438 435

合計特殊出生率 1.3※ 1.3 1.5 1.8 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1

死亡数（5年累計） -1,026 -1,172 -1,221 -1,265 -1,287 -1,291 -1,288 -1,227 -1,102 -1,005 -945

移動数（5年累計） -817 -270 -109 -78 -63 -41 -1 8 -2 -12 -15

20～30代移動 -76 10 23 29 40 52 55 52 47 46

人口増減（5年累計） -1,315 -961 -840 -812 -786 -804 -785 -733 -645 -578 -525

総⼈⼝ 17,088 16,123 15,282 14,470 13,683 12,879 12,094 11,362 10,717 10,138 9,613

▲図７	 鞍手町人口ビジョン将来人口推計（仮定値Ｅ）	
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章	
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町では、将来像を実現するため、15 の基本施策を定めます。	

	

	 	

３	第		 	 	部	 	 基本計画	

	

基本施策１	 みんなが住みたい住みよいまちを創生します	

機能的でコンパクトなまちづくり	

基本施策２	 人が安心して暮らせる環境をつくります	

美しく豊かな自然環境の保全整備	

基本施策３	 将来を見据えたライフラインを整備します	

快適な住環境整備	

基本施策６	 子育てに向けた世代のライフステージを応援します	

地域の核となる結婚・出産・子育て未来拠点都市	

基本施策８	 生涯現役、あなたの興味と好奇心を満足させます	

生涯学習・生涯スポーツ・文化の推進	

基本施策９	 人にやさしく、人がやさしいまちづくりを進めます	

人権教育・男女共同参画の啓発・推進	

	

	

基本施策 12	 地域農業を支えるまちづくりを目指します	

生産力の向上を目指して	

基本施策 13	 人や地域を支える地域産業を応援します	

企業の元気は、まちの元気	

基本施策 14	 地域資源を活かし、魅力的な観光を推進します	

全国に発信!!くらてブランド	

	

基本施策４	 みんなで支え合い安心して暮らせるまちをつくります	

備えあれば憂いなし、いつもの見守りが地域の力に	

基本施策５	 人と人が支え合う地域づくりを進めます	

地域コミュニティの自立・活性化	

基本施策 10	 住み慣れた地域でともに暮らせるまちづくりを進めます	

地域総合ケアの推進	

基本施策 11	 いつまでも健康で、いきいきと暮らせるまちを目指します	

「寿命＝健康寿命」を目指して	

	

基本施策７	 生きる力を育む教育環境を整備します	

地域の核となる教育環境拠点都市	

	

章	 節	 基本施策	

し
ご
と
の
創
出
を	

ひ
と
に
輝
き
を	

ま
ち
に
賑
わ
い
を	

新
た
な
力
で
躍
動
す
る
ま
ち	

く
ら
て	

�	

来
来
に
つ
な
ぐ	

つ
な
が
る	

希
望
の
芽	

�	

人と自然が調和する
快適生活拠点都市	

地域で支え合う	

安全・安心なまち	

地域で人を	

育てるまち	

「知・徳・体」の	

調和を目指した	

教育の充実	
	

ライフステージに	

応じた生涯学習の推進	

健康に	

暮らせるまち	

創業支援と	

企業誘致	

情報発信力の強化	
基本施策 15	 まちの知名度を向上させます	

シティプロモーション	

	

ま
ち
の
魅
力

を
全
国
に	
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基本施策１	
 みんなが住みたい住みよいまちを創生します	
 

機能的でコンパクトなまちづくり	
 

	
 

都市計画	
 

	
 第１章	
 
まちに賑わいを	
 

第１節	
 人と自然が調和する快適生活拠点都市	
 

	
 

事業目標	
 

中間目標	
 

土地利用	
 

効果的な土地利用による町の活性化	
 

都市計画の見直し	
 

定住促進奨励金交付事業	
 

持続可能な地域公共交通体系の確立	
 

	
 

公共交通	
 

用途地域と農業振興地域の調整	
 

	
 

公共施設マネジメントの推進	
 

町の将来像を想定した土地利用のゾーニングを行い、	
 

都市計画手法を用いて土地利用を制限する	
 

中間目標	
 新たな公共交通体系の構築と利便性の向上	
 

事業目標	
 交通空白地帯の解消と交通弱者の移動手段の確保	
 

町有地マネジメントの推進	
 町有地	
 

中間目標	
 町有財産の縮減等による行政のスリム化	
 

事業目標	
 ・民間資本による未利用地の有効活用	
 

・公共施設等の適正な管理	
 

住宅施策	
 

中間目標	
 

事業目標	
 

民間賃貸住宅建設促進事業	
 

新婚及び子育て世帯家賃補助事業	
 

定住の促進	
 

住宅の確保	
 

空家対策事業	
 

公共施設	
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１．効果的な土地利用による町の活性化
（１）土地利用の制限

【現状と課題】

平成 年２月に鞍手ＩＣが、平成 年３月には遠賀川渡河橋「北九鞍手夢大橋」が開

通するなど、広域道路網や町内幹線道路、生活道路の整備が進んでおり、町民の日常生活

の利便性が確保されています。また、公共交通基盤の充実により人々の交流や企業活動な

どの社会経済活動も活発化していますが、土地利用の区分けが道路網と調和していない部

分もあり、今後の開発などに支障をきたすことが予想されます。

【基本方針】

本町の玄関口である鞍手駅と鞍手ＩＣの周辺に

は農地が広がっており、本町の玄関口としての機

能が活かされておらず、土地利用のあり方を検討

する必要があります。その際、商業用地や工業用

地、住宅用地など、無秩序な開発とならないよう、

また大規模な土地売買などの開発行為などには適

切な指導や助言を行う必要があります。鞍手ＩＣ

や北九鞍手夢大橋の立地に合わせ、それぞれの特

性に応じて町の将来像を想定したゾーニングを行

うため、都市計画の手法を用いて調和のとれた土地利用を推進するとともに、都市計画マ

スタープランに基づく都市基盤整備を計画的に実施していきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

１ 用途地域と農業振興地域の調整（見直し時期） 随時見直し 随時見直し

２ 都市計画の見直し（見直し時期）
都市計画マスタ
ープラン策定中
（ 年度）

随時見直し

●ゾーニング

都市計画などで、各地域を用途別に区分けすること。

●用途地域

建物の用途を制限する地域。都市計画法では 種類の用途が定められている。たとえば、住宅が集中する地域に騒
音を発生する工場などの建物が建たないようにするなどして、建物の住み分けをしている。

機能的でコンパクトなまちづくり

みんなが住みたい住みよいまちを創生します

１
基本施策
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基本施策１	 みんなが住みたい住みよいまちを創生します	

機能的でコンパクトなまちづくり	

都市計画	

	第１章	
まちに賑わいを	

第１節	 人と自然が調和する快適生活拠点都市	

事業目標	

中間目標	

土地利用	

効果的な土地利用による町の活性化	

都市計画の見直し	

定住促進奨励金交付事業	

持続可能な地域公共交通体系の見直し	公共交通	

用途地域と農業振興地域の調整	

公共施設マネジメントの推進	

町の将来像を想定した土地利用のゾーニングを行い、	

都市計画手法を用いて土地利用を制限する	

中間目標	 新たな公共交通体系の構築と利便性の向上	

事業目標	 交通空白地帯の解消と交通弱者の移動手段の確保	

町有地マネジメントの推進	町有地	

中間目標	 町有財産の縮減等による行政のスリム化	

事業目標	 ・民間資本による未利用地の有効活用	

・公共施設等の適正な管理	

住宅施策	

中間目標	

事業目標	

民間賃貸住宅建設促進事業	

新婚及び子育て世帯家賃補助事業	

定住の促進	

住宅の確保	

空家対策事業	

公共施設	
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１．効果的な土地利用による町の活性化
（１）土地利用の制限

【現状と課題】

平成 年２月に鞍手ＩＣが、平成 年３月には遠賀川渡河橋「北九鞍手夢大橋」が開

通するなど、広域道路網や町内幹線道路、生活道路の整備が進んでおり、町民の日常生活

の利便性が確保されています。また、公共交通基盤の充実により人々の交流や企業活動な

どの社会経済活動も活発化していますが、土地利用の区分けが道路網と調和していない部

分もあり、今後の開発などに支障をきたすことが予想されます。

【基本方針】

本町の玄関口である鞍手駅と鞍手ＩＣの周辺に

は農地が広がっており、本町の玄関口としての機

能が活かされておらず、土地利用のあり方を検討

する必要があります。その際、商業用地や工業用

地、住宅用地など、無秩序な開発とならないよう、

また大規模な土地売買などの開発行為などには適

切な指導や助言を行う必要があります。鞍手ＩＣ

や北九鞍手夢大橋の立地に合わせ、それぞれの特

性に応じて町の将来像を想定したゾーニングを行

うため、都市計画の手法を用いて調和のとれた土地利用を推進するとともに、都市計画マ

スタープランに基づく都市基盤整備を計画的に実施していきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

１ 用途地域と農業振興地域の調整（見直し時期） 随時見直し 随時見直し

２ 都市計画の見直し（見直し時期）
都市計画マスタ
ープラン策定中
（ 年度）

随時見直し

●ゾーニング

都市計画などで、各地域を用途別に区分けすること。

●用途地域

建物の用途を制限する地域。都市計画法では 種類の用途が定められている。たとえば、住宅が集中する地域に騒
音を発生する工場などの建物が建たないようにするなどして、建物の住み分けをしている。

機能的でコンパクトなまちづくり

みんなが住みたい住みよいまちを創生します

１
基本施策
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２．新たな公共交通体系の構築と利便性の向上  

（１）交通空白地帯の解消と交通弱者の移動手段の確保	
 

【現状と課題】	
 

現在の路線バスは、地方を中心にモータリゼー

ションや少子化、過疎化が進行していることによ

り、利用者が少なく苦しい運営状況にあります。

代表的な交通手段となった公営バスも、多くはそ

の事業運営が厳しく、本町も例外ではありません。	
 

町内には民間の路線バスと町営のコミュニティ

バスが運行しており、自動車を運転しない高齢者

などの交通弱者にとっては欠かせない交通手段と

なっていますが、中学校の統合によりコミュニティバスはスクールバスとしての機能を兼

ねて運行しているのが現状であり、さらに町民の視点にたった新たな公共交通体系を確立

していくことが求められています。また、コンパクトなまちづくりを進めるにあたり、町

内の各地域の町民が気軽にまちなかに行くことのできる移動手段の確保も必要です。	
 

	
 

【基本方針】	
 

市町間を結ぶ路線バスやＪＲと町内の移動手段であるコミュニティバスの相互の利便性

が向上するよう公共交通体系を整える必要があり、限られた財源の中で効率的なコミュニ

ティバスのダイヤとなるよう見直しを行います。	
 

また、町民をまちなかへ誘導する環境を整備し、効果的な公共交通体系を構築します。	
 

	
 

№	
 事務事業（指標）	
 現状（H26）	
 目標（H31）	
 

３	
 持続可能な地域公共交通体系の確立（見直し時期）	
 随時見直し	
 随時見直し	
 

	
 

	
 	
 

●モータリゼーション	
 

自動車が生活必需品として普及する現象。自動車の大衆化。	
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モータリゼーション

「動力化」、「自動車化」を意味する言葉で、自動車が
社会と大衆に広く普及し、生活必需品化する現象。

■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■
■■■■■■■■。

▲図８ すまいるバス等路線図
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２．新たな公共交通体系の構築と利便性の向上
（１）交通空白地帯の解消と交通弱者の移動手段の確保

【現状と課題】

現在の路線バスは、地方を中心にモータリゼー

ションや少子化、過疎化が進行していることによ

り、利用者が少なく苦しい運営状況にあります。

代表的な交通手段となった公営バスも、多くはそ

の事業運営が厳しく、本町も例外ではありません。

町内には民間の路線バスと町営のコミュニティ

バスが運行しており、自動車を運転しない高齢者

などの交通弱者にとっては欠かせない交通手段と

なっていますが、中学校の統合によりコミュニティバスはスクールバスとしての機能を兼

ねて運行しているのが現状であり、さらに町民の視点にたった新たな公共交通体系を確立

していくことが求められています。また、コンパクトなまちづくりを進めるにあたり、町

内の各地域の町民が気軽にまちなかに行くことのできる移動手段の確保も必要です。

【基本方針】

市町間を結ぶ路線バスやＪＲと町内の移動手段であるコミュニティバスの相互の利便性

が向上するよう公共交通体系を整える必要があり、限られた財源の中で効率的なコミュニ

ティバスのダイヤとなるよう見直しを行います。

また、町民をまちなかへ誘導する環境を整備し、効果的な公共交通体系を構築します。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

３
持続可能な地域公共交通体系の見直し
（見直し時期）

随時見直し 随時見直し

●モータリゼーション

自動車が生活必需品として普及する現象。自動車の大衆化。
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モータリゼーション

「動力化」、「自動車化」を意味する言葉で、自動車が
社会と大衆に広く普及し、生活必需品化する現象。

■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■
■■■■■■■■。

▲図８ すまいるバス等路線図
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３．町有財産の縮減等による行政のスリム化
（１）民間資本による未利用地の有効活用

【現状と課題】

本町には、未利用町有地が数多くありますが、接道が良く、利用可能なものは全体の２％

ほどで、残りは道路整備により接道を良くしないと利用価値を見出せないものばかりであ

り、毎年、除草などの維持管理費用がかかって

います。

この未利用町有地の内、特に鞍手ＩＣと北九

鞍手夢大橋を結ぶルート付近で接道が良い場所

の利活用に重点を置き、公共的な用途での利活

用を検討しつつ、町有財産の縮減による行政の

スリム化等の観点から民間資本による開発の可

能性も含めたあらゆる検討が必要です。

【基本方針】

本町の意向に沿ったまちづくりを誘導できるような利用用途・利用目的を示し、未利用

町有地の売却・貸付により、民間事業者による医療・福祉・商業・住宅などのまちづくり

を誘導するほか、町有地の整理・集約や公共施設の整備による有効活用も視野に入れ、町

全体をコンパクトにし、賑わいを創出していきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

４ 町有地マネジメントの推進（町有地の活用・整備） ㎡
売却可能町有地
の計画的処分
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公共施設等総合管理計画に定める方針	

①点検・診断の実施方法	

②維持管理・修繕・更新等の実施方針	

③安全確保の実施方針	

④震化の実施方針	

⑤長寿命化の実施方針	

⑥統合や廃止の推進方針	

⑦舎体制の構築方針	

（２）公共施設等の適正な管理	

【現状と課題】	

過去に建設された公共施設等の老朽化が進み、更新時期が近づく一方で、社会保障経費

の増加などにより投資的経費に充てられる財源は不足しています。	

施設の維持管理は、破損等に伴う応急的な修繕を行っているだけで、施設の延命化につ

ながるような統一的な維持管理方針を策定し、計画的に管理していく必要があります。  	
また、公共施設のあり方として、少子高齢化による人口構成の変化とそれに伴って求め

られる施設機能の変化への対応や、災害時の避難場所の再検討といった課題も顕在化して

きています。	

	 本町の公共施設は、建設からおよそ 60 年が経

過している役場庁舎を始め、40 年以上が経過し

ているくらて病院や文化教育の拠点となる文化

体育総合施設も建設から 30 年以上が経過する

など、老朽化が進んでいます。そのほか、福祉

の拠点である総合福祉センター「くらじの郷」

も徐々に不具合が出てきている状況であり、今

後は、財政面を考慮しながらの維持管理が必要

となってきます。	

	

【基本方針】	

社会環境の変化や地域の特性に応じ

た適切な公共サービスの提供と安定し

た財政運営を両立させるため、公共施

設等のマネジメントに関する長期的な

計画を策定し、保有する公共施設を総

合的に把握しながら、財政状況と連動

した管理・活用ができる仕組みである

「公共施設マネジメント」を導入しま

す。	

公共施設等の適正な管理を総合的に行うことで、長期的な視点を持って、計画的に更新・

統廃合・長寿命化などを実施し、財政負担の軽減や年度間の平準化を図ります。また、公

共施設等の最適な配置の実現や都市機能の「まちなか」への集約により、効率の良い行政

運営を目指します。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

５	
公共施設マネジメントの推進	
（公共施設等総合管理計画の策定）	

－	
管理計画の策定
及び運用	
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基本施策２	 人が安心して暮らせる環境をつくります	

美しく豊かな自然環境の保全整備	

事業目標	

中間目標	

廃棄物	

循環型社会の形成	

リサイクル活動団体支援事業	

大谷自然公園の利用計画	

不法投棄監視・回収事業	環境	

一般廃棄物収集運搬管理事業	

ごみ減量化の推進	

中間目標	 環境の保全と景観形成	

事業目標	 環境美化の推進	

荒廃森林再生事業	森林	

公園	

公園の整備・維持管理	

生ごみ減量化支援事業	

衛生連合会支援事業	

公害対策事業	

公害	

中間目標	 良好な生活環境づくり	

事業目標	 ・公害防止対策の推進	

・森林の公益的機能の向上	

・快適に利用できる公園機能の維持・管理	

大気汚染物質対策事業	
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４．定住の促進 

（１）住宅の確保	

【現状と課題】	

本町では、若い世代をはじめ、子育て世代が魅力を感じ、住みたくなるような住宅や居

住環境が不足しています。また、賃貸住宅が少なく、新婚世帯などが新居を探す場合に、

本町が選択肢に挙がらない可能性は否定できません。	

しかし、平成 24（2012）年に導入した定住促進奨励金交付事業の効果により新居を構え

る転入者が増えている傾向にあり、平成 26年度の社会動態は 21人のプラスに転じました。

この転入超過には、０歳から 14 歳までの年少人口の増加が見られることから、単身世帯で

はなく、子どもを持つ世帯の転入が多いことがうかがえます。	

今後、若い世代が移住・定住先を考える際に本町が選択肢に挙がるようにするためには、

住宅施策が重要となります。そのためにも、人口減少がますます加速化する中で問題とな

っている空家を、いかに有効活用できるかも大きな課題の一つです。	

	

	 申請家屋数	 転入世帯数	 転入者数	

平成 25 年度	 45 件	 16 世帯	 48 人	

平成 26 年度	 49 件	 25 世帯	 70 人	

合	 計	 94 件	 41 世帯	 118 人	

	

【基本方針】	

定住促進奨励金交付事業に引き続き取り組みながら、戸建て住宅の購入を促進するほか、

若者向けの賃貸住宅を確保するため、アパートやマンションなどの民間賃貸住宅を建設す

るオーナーに、建設費用の一部を助成する仕組みを整えます。また、新婚世帯・子育て世

帯に特化した家賃補助により経済的支援の充実を図り、転入者の増加を促進します。	

	 さらに、空家情報を収集し、利活用できる空家と特定空家とに選別し、まだまだ利活用

できる空家については、不動産事業者と連携して空家バンクへの登録を推進するなど、移

住・定住を促進していきます。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

６	 定住促進奨励金交付事業（転入世帯数）	 41 世帯	 170 世帯	

７	 民間賃貸住宅建設促進事業（建設戸数）	 －	 50 戸	

８	 新婚及び子育て世帯家賃補助事業（転入世帯数）	 －	 30 世帯	

９	
空家対策事業	
（空家バンクを活用した移住世帯数）	

－	 ５世帯／年	

	 	

▲図９	 定住促進奨励金申請実績（出典：地域振興課）	
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【基本方針】	

定住促進奨励金交付事業に引き続き取り組みながら、戸建て住宅の購入を促進するほか、

若者向けの賃貸住宅を確保するため、アパートやマンションなどの民間賃貸住宅を建設す

るオーナーに、建設費用の一部を助成する仕組みを整えます。また、新婚世帯・子育て世

帯に特化した家賃補助により経済的支援の充実を図り、転入者の増加を促進します。	

	 さらに、空家情報を収集し、利活用できる空家と特定空家とに選別し、まだまだ利活用

できる空家については、不動産事業者と連携して空家バンクへの登録を推進するなど、移

住・定住を促進していきます。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

６	 定住促進奨励金交付事業（転入世帯数）	 41 世帯	 170 世帯	

７	 民間賃貸住宅建設促進事業（建設戸数）	 －	 50 戸	

８	 新婚及び子育て世帯家賃補助事業（転入世帯数）	 －	 30 世帯	

９	
空家対策事業	
（空家バンクを活用した移住世帯数）	

－	 ５世帯／年	

	 	

▲図９	 定住促進奨励金申請実績（出典：地域振興課）	
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▲図11	 不法投棄回収量（出典：農政環境課）	

	

２．環境の保全と景観形成 

（１）環境美化の推進	

【現状と課題】	

人通りが少なく人目につかない場所や、空き地、水

路等への不法投棄や空き缶やたばこなどのポイ捨てが

後を絶たず、生活環境を保つ上で大きな問題となって

います。良好な生活環境を保全するためには、町民一

人ひとりが不法投棄やポイ捨てを「しない、させない、

持ち込ませない」という意識を持ち、また身近な環境

美化活動に積極的に参画することが重要です。	

	

【基本方針】	

良好な生活環境を保全するためには、不法投

棄の監視を強化し、重点的に取り組む必要があ

ります。不法投棄が多く発生する場所には、看

板の設置や監視の強化などの抑止策の検討を行

い、不法投棄防止条例の制定も視野に入れなが

ら取り組みを進めていきます。	

	 また、年２回の清掃デーの実施により町民の

環境美化に対する関心が高まっていることから、

今後も自発的な活動が推進されるよう、啓発に

取り組んでいきます。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

４	 不法投棄監視・回収事業（不法投棄回収量）	 58ｔ	 50ｔ	

５	 衛生連合会支援事業（清掃デー回数）	 ２回／年	 ２回／年	

	

	 	

	 	 台数（２ｔ車）	 回収量（ｔ）	

平成 21 年度	 20	 40	

平成 22 年度	 24	 48	

平成 23 年度	 30	 60	

平成 24 年度	 24	 48	

平成 25 年度	 30	 60	

平成 26 年度	 29	 58	
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１．循環型社会の形成 

（１）ごみ減量化の推進	

【現状と課題】	

家庭からの可燃ごみの排出量は、人口減少のほか、景気の低迷、リサイクル意識の高まりな

どにより、ここ数年減少しています。とはいえ、廃棄物の処理が自然環境に負荷をかけている

ことは言うまでもありません。	

今後もごみの減量化を進めるために、ごみの分別の徹底を啓発し、資源として活用できるご

みの再資源化を促進するとともに、可燃ごみの約半分を占める生ごみの排出を抑制する必要が

あります。	

	 環境への負荷の少ない循環型社会を目指して、町民・事業者・行政が協力して廃棄物の

排出抑制、処理の適正化に取り組むことが重要です。	

	

【基本方針】	

ごみの分別を徹底し、再資源化できるものはごみとして排出しないようにするため、	

３Ｒ（Ｒｅｄｕｃｅ・Ｒｅｕｓｅ・Ｒｅｃｙｃｌｅ）を推進し、町民・事業者・行政が協

力して廃棄物の排出抑制、処理の適正化に取り組んでいきます。また、リサイクル活動団

体を支援するほか、生ごみ処理容器費用助成によって、生ごみの減量化にも取り組み、処

理に係る費用の削減や環境に対する負荷の軽減を図ります。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

１	 一般廃棄物収集運搬管理事業（ごみ排出量）	 4,466ｔ	 4,242ｔ	

２	 リサイクル活動団体支援事業（リサイクル量）	 374.7ｔ	 374.7ｔ	

３	 生ごみ減量化支援事業（申請件数）	 ４件／年	 10 件／年	

	 	

美しく豊かな自然環境の保全整備	

人が安心して暮らせる環境をつくります	

	２	
基本施策	

4,358  4,101  4,012  4,024  3,975  3,978  3,913  

577  
561  516  554  540  556  553  

18,073 
17,825 

17,608 17,396 

17,145 17,006 16,862 

16,200 
16,400 
16,600 
16,800 
17,000 
17,200 
17,400 
17,600 
17,800 
18,000 
18,200 

3,000  

4,000  

5,000  

6,000  

平成20年度	 平成21年度	 平成22年度	 平成23年度	 平成24年度	 平成25年度	 平成26年度	
（人）	（ｔ）	

ごみの回収量及び人口	
不燃ごみ（ｔ）	

可燃ごみ(ｔ）	

人　口（人）	

13 

10 

6 

10 

7 

4 
0 
2 
4 
6 
8 
10 
12 
14 

0 
5,000 

10,000 
15,000 
20,000 
25,000 
30,000 
35,000 
40,000 

平成２１年度	 平成２２年度	 平成２３年度	 平成２４年度	 平成２５年度	 平成２６年度	（件）	（円）	

申請件数（件）	

▲図10	 生ごみ処理容器助成件数	 ごみの回収量及び人口（出典：農政環境課）	

生ごみ処理容器購入費補助金	
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▲図11	 不法投棄回収量（出典：農政環境課）	
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人ひとりが不法投棄やポイ捨てを「しない、させない、

持ち込ませない」という意識を持ち、また身近な環境

美化活動に積極的に参画することが重要です。	

	

【基本方針】	

良好な生活環境を保全するためには、不法投

棄の監視を強化し、重点的に取り組む必要があ
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板の設置や監視の強化などの抑止策の検討を行

い、不法投棄防止条例の制定も視野に入れなが

ら取り組みを進めていきます。	

	 また、年２回の清掃デーの実施により町民の

環境美化に対する関心が高まっていることから、

今後も自発的な活動が推進されるよう、啓発に

取り組んでいきます。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	
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３．良好な生活環境づくり 

（１）公害防止対策の推進	

【現状と課題】	

近年ＰＭ2.5 などの大気汚染物質による健康被害が問題化しています。町民への健康被

害を最小限に抑えるためには、大気汚染物質が環境基準に達した場合などには、本町にお

いても何らかの方策が必要となります。また、現代の住生活や経済活動は、地球環境に大

きな影響を及ぼしており、温室効果ガスによるオゾン層の破壊や酸性雨などさまざまな問

題が年々深刻な状況になりつつあります。	

さらに、日常生活における道路交通の振動や騒音のほか家畜等の臭いなど、生活空間の

中にも問題が常態化している上、苦情への対応についても、明確な手順やルールの整備等

が進んでいない現状です。	

	

【基本方針】	

	 現状では、大気汚染物質を軽減することは困難な状況です。しかし、大気汚染物質の情

報を町民に対し迅速かつ正確に提供することにより、健康被害などを未然に防ぐことがで

きるため、情報発信のための基準や対応を明確化するための行動方針を策定し、防災行政

用無線や町ホームページ、フェイスブック等を通じた情報発信に取り組みます。	

また、常態化している公害問題の苦情内容を分析し、苦情に対する対応マニュアルを作

成するなど対応の統一化を図り、苦情を迅速かつ適正に処理する体制を整えます。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

６	 大気汚染物質対策事業（情報発信の実施）	 －	 情報発信	

７	 公害対策事業（マニュアルの作成）	 －	
マニュアル作成	
（H28 年度）	

	

（２）森林の公益的機能の向上	

【現状と課題】	

安らぎや潤いをもたらす山や、きれいな水や空気をつくる森林等、身近な自然環境を美

しい状態で次世代に継承していくためには、適切な保全・管理が必要です。	

しかし、人工林や竹林の多くが長期間手入れされずに荒廃し、本来、森林が有する公益

的機能が低下してきています。このため、人工林を手入れすることにより、緑豊かな森林

への再生や水源かん養、土砂災害防止、地球温暖化防止などの公益的機能の回復のほか、

町民が身近に親しめる森づくりなど、総合的な森林の保全・活用策が求められます。	

	 	

●森林が有する公益的機能	

・良質な水の供給	 	 ・洪水や土砂流出の防止	 	 ・二酸化炭素の吸収	 	 ・野生鳥獣の生息	 	 など	

第５次鞍手町総合計画

基
本
計
画

第
１
章

ま
ち
に
賑
わ
い
を

【基本方針】

長期間放置された人工林を健全な状態で次世代へ引き継ぐため、荒廃森林再生事業によ

る間伐に取り組んでいきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

８ 荒廃森林再生事業（間伐面積）
（ 年度）

（３）快適に利用できる公園機能の維持・管理

【現状と課題】

公園は、町民に愛され、親しまれるよう、維持管理に取り組んでいかなければなりませ

ん。しかしながら、大谷自然公園は、現在、浄化槽の故障により施設利用を休止しており、

再開の要望が多く寄せられているものの、今後の施設運営に

ついては、方針が定まっていない状況です。

また、その他の公園施設についても、老朽化が懸念されて

おり、整備・更新が必要な施設が多く存在しています。都市

公園や地区公園の機能維持のため、年間を通じての施設の維

持管理も必要となり、破損個所の修繕や伐木工事、安全対策

など早急な対応が必要です。

【基本方針】

都市公園である大谷自然公園や鞍手公園のほか、剣岳公園な

ど町民の憩いの場となる公園を安心して利用できるようにする

ため、現状を把握しながら優先順位をつけて、維持・管理に努

めていきます。また、町民や企業、ボランティア団体と協働し

た公園の美化活動にも取り組んでいきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

９ 大谷自然公園の利用計画（利用計画の作成） － 利用計画の作成

公園の整備・維持管理（伐木整備率） 一部整備済 ％
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用無線や町ホームページ、フェイスブック等を通じた情報発信に取り組みます。	

また、常態化している公害問題の苦情内容を分析し、苦情に対する対応マニュアルを作

成するなど対応の統一化を図り、苦情を迅速かつ適正に処理する体制を整えます。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

６	 大気汚染物質対策事業（情報発信の実施）	 －	 情報発信	

７	 公害対策事業（マニュアルの作成）	 －	
マニュアル作成	
（H28 年度）	

	

（２）森林の公益的機能の向上	

【現状と課題】	

安らぎや潤いをもたらす山や、きれいな水や空気をつくる森林等、身近な自然環境を美

しい状態で次世代に継承していくためには、適切な保全・管理が必要です。	

しかし、人工林や竹林の多くが長期間手入れされずに荒廃し、本来、森林が有する公益

的機能が低下してきています。このため、人工林を手入れすることにより、緑豊かな森林

への再生や水源かん養、土砂災害防止、地球温暖化防止などの公益的機能の回復のほか、

町民が身近に親しめる森づくりなど、総合的な森林の保全・活用策が求められます。	

	 	

●森林が有する公益的機能	

・良質な水の供給	 	 ・洪水や土砂流出の防止	 	 ・二酸化炭素の吸収	 	 ・野生鳥獣の生息	 	 など	
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【基本方針】

長期間放置された人工林を健全な状態で次世代へ引き継ぐため、荒廃森林再生事業によ

る間伐に取り組んでいきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

８ 荒廃森林再生事業（間伐面積）
（ 年度）

（３）快適に利用できる公園機能の維持・管理

【現状と課題】

公園は、町民に愛され、親しまれるよう、維持管理に取り組んでいかなければなりませ

ん。しかしながら、大谷自然公園は、現在、浄化槽の故障により施設利用を休止しており、

再開の要望が多く寄せられているものの、今後の施設運営に

ついては、方針が定まっていない状況です。

また、その他の公園施設についても、老朽化が懸念されて

おり、整備・更新が必要な施設が多く存在しています。都市

公園や地区公園の機能維持のため、年間を通じての施設の維

持管理も必要となり、破損個所の修繕や伐木工事、安全対策

など早急な対応が必要です。

【基本方針】

都市公園である大谷自然公園や鞍手公園のほか、剣岳公園な

ど町民の憩いの場となる公園を安心して利用できるようにする

ため、現状を把握しながら優先順位をつけて、維持・管理に努

めていきます。また、町民や企業、ボランティア団体と協働し

た公園の美化活動にも取り組んでいきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

９ 大谷自然公園の利用計画（利用計画の作成） － 利用計画の作成

公園の整備・維持管理（伐木整備率） 一部整備済 ％
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下水道	

基本施策３	 将来を見据えたライフラインを整備します	

快適な住環境整備	

事業目標	

中間目標	

上水道	

上水道の安定供給	

水道施設の維持管理	

公共下水道事業	

水道水質改善に向けた調査・検討	

水質改善及び有収率の向上	

中間目標	 水洗化人口の向上	

事業目標	 下水道事業の推進	

交通安全施設整備事業	

下水道の普及・啓発	

道路舗装維持管理計画	

道路	

中間目標	 安全で機能的な交通網の形成	

事業目標	 ・良好な道路・橋梁の整備、保全	

・目的地へのわかりやすい誘導	

道路橋梁長寿命化修繕計画	

小型浄化槽設置整備補助事業	

主要幹線道路事業	

サイン整備事業	標識	
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１．上水道の安定供給
（１）水質改善及び有収率の向上

【現状と課題】

水道水の水源である浮洲池（木月）の水質は、生活排

水の流入などが原因であまり良い状態ではなく、特に、

夏季には藻などが発生しています。

そのため、平成 年度に改修した浄水場では前処理施

設の増設や急速ろ過池の改良を行い、各家庭に届ける飲

み水にするまでにさまざまな方法で浄化処理をしていま

す。今後は、旧施設を含め新施設にも負荷を与えないよ

うに水を供給することが必要です。

一方、本町の有収率は、県平均（平成 年度： ％）を下回っており、水道施設の稼

働がそのまま収益につながっていない部分が多いといえます。原因としては、漏水や水道

メーターの不感のほか、公共用水や消防用水としての利用などが考えられます。

水質項目（単位） 説明 原水 給水

ＰＨ（度）

値は７が中性で、この値より小さい場合は酸性、大

きい場合はアルカリ性。酸性が強くなると水道管の腐食

につながる可能性がある。

濁度（度）
濁りの程度を数値にしたもので、水中に分散している微

細な粒子の状態を示したもの。

色度（度）

水の色の程度を数値で示したもの。一般にコップに水を

入れて着色に気づくのは、約 度程度、浴槽などの大

きな容器で５～６程度と言われている。

鉄（ ／Ｌ）
生体必須元素で自然環境中に広く存在する。高濃度にな

ると着色や異臭味（カナ気）の原因になる。

マンガン（ ）
生体必須元素で、鉄の次に広く世界に分布する重金属。

高濃度になると洗濯物の着色や黒水の原因になる。

植物プランクトン

（個 ）
原水中に含まれる微小な植物及び動物の数を示す値。

快適な住環境整備

将来を見据えたライフラインを整備します

３
基本施策

▲図 浄水場の浄化能力（出典：上下水道課）

●有収率

給水する水量に対する料金収入のあった水量の比率。
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下水道	
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快適な住環境整備	

事業目標	

中間目標	

上水道	

上水道の安定供給	

水道施設の維持管理	

公共下水道事業	

水道水質改善に向けた調査・検討	

水質改善及び有収率の向上	

中間目標	 水洗化人口の向上	

事業目標	 下水道事業の推進	

交通安全施設整備事業	

下水道の普及・啓発	

道路舗装維持管理計画	

道路	

中間目標	 安全で機能的な交通網の形成	

事業目標	 ・良好な道路・橋梁の整備、保全	

・目的地へのわかりやすい誘導	

道路橋梁長寿命化修繕計画	

小型浄化槽設置整備補助事業	

主要幹線道路事業	

サイン整備事業	標識	
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１．上水道の安定供給
（１）水質改善及び有収率の向上

【現状と課題】

水道水の水源である浮洲池（木月）の水質は、生活排

水の流入などが原因であまり良い状態ではなく、特に、

夏季には藻などが発生しています。

そのため、平成 年度に改修した浄水場では前処理施

設の増設や急速ろ過池の改良を行い、各家庭に届ける飲

み水にするまでにさまざまな方法で浄化処理をしていま

す。今後は、旧施設を含め新施設にも負荷を与えないよ

うに水を供給することが必要です。

一方、本町の有収率は、県平均（平成 年度： ％）を下回っており、水道施設の稼

働がそのまま収益につながっていない部分が多いといえます。原因としては、漏水や水道

メーターの不感のほか、公共用水や消防用水としての利用などが考えられます。

水質項目（単位） 説明 原水 給水

ＰＨ（度）

値は７が中性で、この値より小さい場合は酸性、大

きい場合はアルカリ性。酸性が強くなると水道管の腐食

につながる可能性がある。

濁度（度）
濁りの程度を数値にしたもので、水中に分散している微

細な粒子の状態を示したもの。

色度（度）

水の色の程度を数値で示したもの。一般にコップに水を

入れて着色に気づくのは、約 度程度、浴槽などの大

きな容器で５～６程度と言われている。

鉄（ ／Ｌ）
生体必須元素で自然環境中に広く存在する。高濃度にな

ると着色や異臭味（カナ気）の原因になる。

マンガン（ ）
生体必須元素で、鉄の次に広く世界に分布する重金属。

高濃度になると洗濯物の着色や黒水の原因になる。

植物プランクトン

（個 ）
原水中に含まれる微小な植物及び動物の数を示す値。

快適な住環境整備

将来を見据えたライフラインを整備します

３
基本施策

▲図 浄水場の浄化能力（出典：上下水道課）

●有収率

給水する水量に対する料金収入のあった水量の比率。
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２．水洗化人口の向上 

（１）下水道事業の推進	

【現状と課題】	

下水道は、トイレの水や生活排水などの汚水を浄化し、河川の水質保全や生活環境の向

上に必要不可欠な都市基盤です。本町では、平成８年度より公共下水道事業に着手し、整

備を行ってきました。しかし、平成 26 年度末の下水道処理人口普及率は 44.3％で依然低

い値を示しており、水洗化率（水洗化人口／汚水処理人口）は、平成 26 年度末で 73.2％

となっています。	

家庭用のトイレを水洗化するには、多額の工事費が必要であるため、水洗工事を行えな

い世帯もあり、水洗化率に影響しています。また、下水道事業計画区域外の地域を対象に、

平成 24 年度より改築に伴う浄化槽設置に対する補助金を増額する制度改正を行いました

が、設置基数はあまり増加していないのが現状です。	

	

【基本方針】	

今後も公共用水域の水質保全と生活環境の向上を図るため、計画的

な公共下水道事業の推進に努めます。	

家庭のトイレの水洗化に伴う工事費の負担を軽減するため、利子補

給制度の周知を徹底しながら制度の活用を促進し、公共下水道への接

続向上を目指します。	

また、下水道の事業計画区域外においては、小型浄化槽の設置を促

進するため機能や設置に対する補助金について周知を図りながら、全

町的に汚水処理の区域を広げていきます。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

３	 公共下水道事業（下水道処理人口普及率）	 44.3％	 54.3％	

４	 下水道の普及・啓発（水洗化率）	 73.2％	 80％	

５	 小型浄化槽設置整備補助事業（助成基数）	 20 基／年	 25 基／年	

	

	 	

●下水道処理人口普及率	

市町村の区域内の人口のうち、下水道が整備された区域内の人口の割合。（現在処理区域内人口÷住民基本台帳人口）	

●水洗化率	

下水道が整備された区域内の人口のうち、下水道に接続している人口の割合。（下水道を利用している人口÷現在処理区	
域内人口）	

●小型浄化槽	

家庭から排出される台所やふろなどの生活排水をし尿と併せて処理できる浄化槽。	
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平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

有収率の推移

【基本方針】

浮洲池の水質向上だけでなく、水源池そのものを見

直すため、生活排水がどこから流れてきているのか具

体的な調査を実施するとともに、他の水源池候補など

の検討も視野に調査・検討を行います。

また、有収率を向上させるため、漏水調査を実施し

て漏水箇所をなくしていきながら、現在使用している

水量計器を新しいものに取り換えることも必要です。

さらに、近隣自治体との連携による水源池の共有化や水道事業の統合も視野に入れ、メ

リット・デメリットを検証しながらあらゆる方策を検討していきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

１ 水道水質改善に向けた調査・検討（水源の見直し） － 水源の見直し

２ 水道施設の維持管理（有収率） ％ ％

▲図 有収率の推移（出典：上下水道課）

（単位：％）
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２．水洗化人口の向上 

（１）下水道事業の推進	

【現状と課題】	

下水道は、トイレの水や生活排水などの汚水を浄化し、河川の水質保全や生活環境の向

上に必要不可欠な都市基盤です。本町では、平成８年度より公共下水道事業に着手し、整

備を行ってきました。しかし、平成 26 年度末の下水道処理人口普及率は 44.3％で依然低

い値を示しており、水洗化率（水洗化人口／汚水処理人口）は、平成 26 年度末で 73.2％

となっています。	

家庭用のトイレを水洗化するには、多額の工事費が必要であるため、水洗工事を行えな

い世帯もあり、水洗化率に影響しています。また、下水道事業計画区域外の地域を対象に、

平成 24 年度より改築に伴う浄化槽設置に対する補助金を増額する制度改正を行いました

が、設置基数はあまり増加していないのが現状です。	

	

【基本方針】	

今後も公共用水域の水質保全と生活環境の向上を図るため、計画的

な公共下水道事業の推進に努めます。	

家庭のトイレの水洗化に伴う工事費の負担を軽減するため、利子補

給制度の周知を徹底しながら制度の活用を促進し、公共下水道への接

続向上を目指します。	

また、下水道の事業計画区域外においては、小型浄化槽の設置を促

進するため機能や設置に対する補助金について周知を図りながら、全

町的に汚水処理の区域を広げていきます。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

３	 公共下水道事業（下水道処理人口普及率）	 44.3％	 54.3％	

４	 下水道の普及・啓発（水洗化率）	 73.2％	 80％	

５	 小型浄化槽設置整備補助事業（助成基数）	 20 基／年	 25 基／年	

	

	 	

●下水道処理人口普及率	

市町村の区域内の人口のうち、下水道が整備された区域内の人口の割合。（現在処理区域内人口÷住民基本台帳人口）	

●水洗化率	

下水道が整備された区域内の人口のうち、下水道に接続している人口の割合。（下水道を利用している人口÷現在処理区	
域内人口）	

●小型浄化槽	

家庭から排出される台所やふろなどの生活排水をし尿と併せて処理できる浄化槽。	
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【基本方針】

浮洲池の水質向上だけでなく、水源池そのものを見

直すため、生活排水がどこから流れてきているのか具

体的な調査を実施するとともに、他の水源池候補など

の検討も視野に調査・検討を行います。

また、有収率を向上させるため、漏水調査を実施し

て漏水箇所をなくしていきながら、現在使用している

水量計器を新しいものに取り換えることも必要です。

さらに、近隣自治体との連携による水源池の共有化や水道事業の統合も視野に入れ、メ

リット・デメリットを検証しながらあらゆる方策を検討していきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

１ 水道水質改善に向けた調査・検討（水源の見直し） － 水源の見直し

２ 水道施設の維持管理（有収率） ％ ％

▲図 有収率の推移（出典：上下水道課）

（単位：％）
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３．安全で機能的な交通網の形成 

（１）良好な道路・橋梁の整備、保全	

【現状と課題】	

現在、本町には、道路橋梁が 182 橋あり、このうち建設後 50 年以上経過するものは 10

橋で全体の約５％を占めています。20 年後にはこの割合が 20％まで高まり、急速に高齢化

橋梁が増加することで、車両、歩行者にとって危険な状態となることが予想され、修繕や

架け替え等の多額な工事費負担が生じる可能性もあります。	

現在、本町の大部分の道路事業を行った就労事業の終息から 10 年近くが経過しており、

これから舗装の補修や打ち替えなど、多大な補修費用が必要となってくることが予想され

ます。	

また、平成 23 年２月には鞍手ＩＣが、平成 27 年３月には北九鞍手夢大橋がそれぞれ開

通したことにより、車重のある大型車両等の通行量が増加しているため、舗装の損傷が早

まることによる道路陥没などの危険性が増すことが心配されます。	

現在、本町内では主要幹線道路（県道）の事業が３路線で実施されていますが、用地交

渉や地元への説明等で難航しているものもある上、県の予算配分や国の補助金などの影響

で工事が計画通りに進んでいない箇所などもあります。	

また、平成 27 年度より鞍手南・北中学校が鞍手中学校として統合し、通学路が大幅に見

直されましたが、新たに交通安全対策が必要な箇所も点在しています。	

	

【基本方針】	

橋梁については、破損等の状況を把握し、長寿命化や計画的な架け替えなどの適切な対

策を立て、安全性を確保しながら中長期的な観点からの維持管理コストの縮減を図ります。	

また、主要幹線町道（１級町道・２級町道）については、損傷等の状況を把握して、維

持管理計画を作成し、道路事業に対する支援などの県への要望活動のほか、用地の折衝な

ど事業の円滑化を図っていきます。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

６	 道路橋梁長寿命化修繕計画（修繕計画施工率）	 点検・計画策定中	 100%	

７	 道路舗装維持管理計画（管理計画施工率）	 点検中	 100%	

８	 主要幹線道路事業（進捗率）	 17％／３路線	 80％／３路線	

９	 交通安全施設整備事業（施工箇所数）	 15 箇所／年	 60 箇所／４年	
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（２）目的地へのわかりやすい誘導

【現状と課題】

近年、主要幹線道路の改良やバイパス化に伴い、既存

の案内標識（サイン）では数が足りず、機能不足となっ

ています。

また、鞍手ＩＣや北九鞍手夢大橋の開通により今後は

交流人口の拡大も見据えた施策にも取り組んでいくこと

から、来訪者に対応するためには目的地へのわかりやす

い誘導が必要となってきます。

さらに、本町のサインは、設置時期や設置者の違いによってデザインなどが統一されて

おらず、目的地への誘導がわかりにくいという指摘もあります。

【基本方針】

鞍手ＩＣや北九鞍手夢大橋の整備により、今後、ますます通行量の増加が見込まれます。

既存のサインだけでは、道路案内の役割を十分に果たせない箇所もあることから、現状の

サインを把握し再利用箇所、新規設置箇所の計画を策定し、交通の安全面や既存のサイン

との整合性を図りながら、町のイメージや景観に合った安心して目的地へ移動することが

できるサイン整備を実施していきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

サイン整備事業（設置数） － 基
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（２）目的地へのわかりやすい誘導

【現状と課題】

近年、主要幹線道路の改良やバイパス化に伴い、既存

の案内標識（サイン）では数が足りず、機能不足となっ

ています。

また、鞍手ＩＣや北九鞍手夢大橋の開通により今後は

交流人口の拡大も見据えた施策にも取り組んでいくこと

から、来訪者に対応するためには目的地へのわかりやす

い誘導が必要となってきます。

さらに、本町のサインは、設置時期や設置者の違いによってデザインなどが統一されて

おらず、目的地への誘導がわかりにくいという指摘もあります。

【基本方針】

鞍手ＩＣや北九鞍手夢大橋の整備により、今後、ますます通行量の増加が見込まれます。

既存のサインだけでは、道路案内の役割を十分に果たせない箇所もあることから、現状の

サインを把握し再利用箇所、新規設置箇所の計画を策定し、交通の安全面や既存のサイン

との整合性を図りながら、町のイメージや景観に合った安心して目的地へ移動することが

できるサイン整備を実施していきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

サイン整備事業（設置数） － 基
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１．危機管理体制や地域防災力の充実 

（１）災害の防止と対応力の強化	

【現状と課題】	

近年、日本各地で大規模な自然災害が相次いでいることを受

け、防災に対する町民の関心は高まっています。今後も、行政、

消防、自主防災組織などのあらゆる関係機関が一体となり、防

災力の強化に努めなければなりません。	

	 行政は、災害を未然に防止し、町民の生命、身体、財産を守

るための総合的な防災体制を整え、町民の安全・安心の確保に

努めなければなりません。そのためには防災に対する町民の意

識を一層高めて、災害発生時における応急対策や復旧対策が円

滑に行われるよう、地域ぐるみで積極的な取り組みと応援・協

力体制の確立を図り、地域防災力を強化する必要があります。	

	 また、本町には消防組織法に基づいた「消防団」が存在しま

す。消防団は職業を別に持つ一般町民で組織されており、「われ

らのまちは、われらで守る」という強いボランティア精神により成り立っています。しか

し、この地域防災の中核を担う消防団も全国的に団員数の減少が問題となっており、団員

一人当たりの世帯人口負担率も増加傾向にあります。	

	 本町の負担率は、団員一人当たり 102 人で福岡県全体の平均である 202 人に比べると低

くなっていますが、的確、迅速、円滑な防災活動に取り組むためには現在の団員数を維持

する必要があります。引き続き団員の適正確保に努めるとともに、消防水利をはじめ消防

団活動に必要な施設、設備の充実強化に努めなければなりません。	

さらに、豪雨時の不安要素であり、被害が広範囲に及ぶことが予想される河川について

は、流下能力が不足しているものを中心に対策を講じる必要があります。	

	

【基本方針】	

大規模な災害が発生した場合、行政機関の職員も被災者となる可能性があり、多岐にわ

たる防災・救助活動を行うため、避難行動要支援者

の避難支援等においては地域住民の共助によらざる

を得ない状況も予想されます。とりわけ、住民組織

である自主防災組織は災害時における対策を実施す

る上で最も有効な組織であり、避難行動要支援者の

避難支援等においても非常に大きな役割を担うこと

が期待されます。	

	

	

備えあれば憂いなし、いつもの見守りが地域の力に	

みんなで支え合い安心して暮らせるまちをつくります	

	４	
基本施策	

●自主防災組織	

災害対策基本法第５条第２項において規定されている、地域住民による任意の防災組織。	

●避難行動要支援者	

災害時等に自立で避難することが困難な要介護認定者や障がい者等。	
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基本施策４	 みんなで支え合い安心して暮らせるまちをつくります	

備えあれば憂いなし、いつもの見守りが地域の力に	

	第１章	
まちに賑わいを	

第２節	 地域で支え合う安全・安心なまち	

事業目標	

中間目標	

防災	

危機管理体制や地域防災力の充実	

六田川改修事業	

防犯対策事業	

避難行動要支援者名簿活用事業	

災害の防止と対応力の強化	

高齢者運転免許証返還事業	交通安全	

中間目標	 安全・安心なまちづくり	

事業目標	 ・交通事故発生の抑制	

・防犯対策	

防犯	
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国は、災害時に自分一人で避難することが困難な人について避難行動要支援者名簿に掲

載することを市町村に義務付けており、行政と自主防災組織で名簿の利用を想定した避難

訓練を行うほか、日ごろの見守り活動にも活用していきます。

また、消防団員の確保や消防・防災施設・設備の充実にも取り組みつつ、自助・共助・

公助それぞれの役割を明確にし、お互いに助け合いながら地域の安全・安心の確保に努め

ます。

さらに、河川の断面不足による浸水被害対策として、本町の中央を横断し、住宅地に隣

接した主要河川である六田川の浸水被害の軽減、解消を推進していきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

１
避難行動要支援者名簿活用事業
（避難訓練実施件数）

４件 ７件

２ 六田川改修事業（計画規模・確率年） ／ 年～ ／ 年 １ 年

２．安全・安心なまちづくり
（１）交通事故発生の抑制

【現状と課題】

急速に高齢化が進展している現在、高齢者が加害者となる交通事故の割合が高まってい

ます。本町も例外ではなく、高齢者が引き起こす事故の割合は年々増加傾向にあります。

本町では、「まちなか」への移動にも、買い物や病院などへの移動にも自動車は必要不可欠

です。高齢者が自動車の運転を控えると交通事故の抑制にはつながりますが、同時に交通

弱者となってしまうことが予想される上、外出する気力や体力が減退してしまうことによ

り、家に閉じこもりがちになることも懸念されるなど、新たな問題も発生しかねません。

【基本方針】

高齢者が加害者となる交通事故を抑制することを目的に運転免許証の自主返納を推進し

ます。併せて、返納者が閉じこもりや交通弱者とならないよう、コミュニティバスや、も

やいタクシーの回数券を交付して外出手段を確保します。これは、公共交通の利用促進に

もつながるものです。なお、運転免許証の自主返納により身分証明書として利用できるも

のがなくなってしまう人に対しては、運転経歴証明書やマイナンバーカードの交付申請を

促すなど、代替手段の支援も行っていきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

３
高齢者運転免許証返還事業
（高齢者の事故発生件数／事故発生件数）

－
高齢者の交通事
故発生を抑止

●計画規模・確率年

洪水に対する安全の度合いを示す指標。
例えば、３年に１度の確率で洪水が発生する場合の確率年は「１／３年」となります。
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（２）防犯対策

【現状と課題】

各行政区において地域の安全・安心の確保のために設置している

防犯灯は約 基あり、そのうち約 ％は、光源にＬＥＤを使っ

た防犯灯となっています。

防犯灯の電気代は、蛍光灯などの従来型の防犯灯とＬＥＤ防犯灯

とでは消費電力に大きな差があり、従来型の電気代はＬＥＤ型の約

倍かかります。近年は、行政区や自治会への加入者の減少によ

り、各行政区も財政状況が厳しく、防犯灯の電気代や蛍光灯の交換

費用の負担が重くのしかかっています。

【基本方針】

町では、各行政区の費用負担を軽減するため、防犯灯の新設や故障による交換に対して

補助金を交付していますが、故障していない従来型の防犯灯をＬＥＤ型へ更新する際にも

補助金を活用できるよう制度を見直します。これにより、行政区の負担を一層軽減し、犯

罪の抑止や安全で住み良いまちづくりに向けた取り組みを支援します。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

４ 防犯対策事業（犯罪件数の削減） 件 犯罪件数の減少
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国は、災害時に自分一人で避難することが困難な人について避難行動要支援者名簿に掲

載することを市町村に義務付けており、行政と自主防災組織で名簿の利用を想定した避難

訓練を行うほか、日ごろの見守り活動にも活用していきます。

また、消防団員の確保や消防・防災施設・設備の充実にも取り組みつつ、自助・共助・

公助それぞれの役割を明確にし、お互いに助け合いながら地域の安全・安心の確保に努め

ます。

さらに、河川の断面不足による浸水被害対策として、本町の中央を横断し、住宅地に隣

接した主要河川である六田川の浸水被害の軽減、解消を推進していきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

１
避難行動要支援者名簿活用事業
（避難訓練実施件数）

４件 ７件

２ 六田川改修事業（計画規模・確率年） ／ 年～ ／ 年 １ 年

２．安全・安心なまちづくり
（１）交通事故発生の抑制

【現状と課題】

急速に高齢化が進展している現在、高齢者が加害者となる交通事故の割合が高まってい

ます。本町も例外ではなく、高齢者が引き起こす事故の割合は年々増加傾向にあります。

本町では、「まちなか」への移動にも、買い物や病院などへの移動にも自動車は必要不可欠

です。高齢者が自動車の運転を控えると交通事故の抑制にはつながりますが、同時に交通

弱者となってしまうことが予想される上、外出する気力や体力が減退してしまうことによ

り、家に閉じこもりがちになることも懸念されるなど、新たな問題も発生しかねません。

【基本方針】

高齢者が加害者となる交通事故を抑制することを目的に運転免許証の自主返納を推進し

ます。併せて、返納者が閉じこもりや交通弱者とならないよう、コミュニティバスや、も

やいタクシーの回数券を交付して外出手段を確保します。これは、公共交通の利用促進に

もつながるものです。なお、運転免許証の自主返納により身分証明書として利用できるも

のがなくなってしまう人に対しては、運転経歴証明書やマイナンバーカードの交付申請を

促すなど、代替手段の支援も行っていきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

３
高齢者運転免許証返還事業
（高齢者の事故発生件数／事故発生件数）

－
高齢者の交通事
故発生を抑止

●計画規模・確率年

洪水に対する安全の度合いを示す指標。
例えば、３年に１度の確率で洪水が発生する場合の確率年は「１／３年」となります。
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（２）防犯対策

【現状と課題】

各行政区において地域の安全・安心の確保のために設置している

防犯灯は約 基あり、そのうち約 ％は、光源にＬＥＤを使っ

た防犯灯となっています。

防犯灯の電気代は、蛍光灯などの従来型の防犯灯とＬＥＤ防犯灯

とでは消費電力に大きな差があり、従来型の電気代はＬＥＤ型の約

倍かかります。近年は、行政区や自治会への加入者の減少によ

り、各行政区も財政状況が厳しく、防犯灯の電気代や蛍光灯の交換

費用の負担が重くのしかかっています。

【基本方針】

町では、各行政区の費用負担を軽減するため、防犯灯の新設や故障による交換に対して

補助金を交付していますが、故障していない従来型の防犯灯をＬＥＤ型へ更新する際にも

補助金を活用できるよう制度を見直します。これにより、行政区の負担を一層軽減し、犯

罪の抑止や安全で住み良いまちづくりに向けた取り組みを支援します。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

４ 防犯対策事業（犯罪件数の削減） 件 犯罪件数の減少

40第５次鞍手町総合計画

基
本
計
画

第
１
章　

ま
ち
に
賑
わ
い
を



	
	

	

基
本
計
画	

	
	

第
２
章	

ひ
と
に
輝
き
を	

地域の核となる結婚・出産・子育て未来拠点都市	

第２章	
ひとに輝きを	

第１節	 地域で人を育てるまち	

わが町を選択する機会の創出	

結婚期世代へのＰＲ	

出産への不安や悩みの解消	

妊娠期や出産に向けた支援の充実	

安心して子育てできる環境の整備	

・安心して受診できる医療体制の整備	

・近隣に類のない子育て環境の構築と幼児教育の充実	

・安心して子育てできるサービスの充実	

子どもたちの豊かな心の育成	

・家庭と地域の教育力の向上	

・生きる力を育む体験活動の充実	
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１．地域コミュニティの形成 

（１）地域コミュニティの体制整備	

【現状と課題】	

現代社会においては、地域での連帯感や地域社会への関心が年々弱まりつつあり、冠婚

葬祭や福祉、子育て、防犯、防災、環境等の生活に関する活動や地域の伝統文化の伝承が

困難となる恐れがあります。また、生活スタイルの多様化や高齢化などの要因により行政

区や自治会への加入率も低下していることから、年々、コミュニティ活動の維持も困難と

なっており、大きな課題となりつつあります。	

本町には、住みよさや昔ながらの豊かさが感じられる地域がまだまだたくさん残ってい

ます。そこにある地域の結びつきを大切にしながら、コミュニティ活動の再活性化を支援

し、自治機能の向上・再構築を進め、地域の課題を自ら解決することができる主体的な地

域づくりを進めていく必要があります。	

	

【基本方針】	

現在の行政区とは異なった、地理的な繋がりが強く、より広範囲な単位を新たな地域コ

ミュニティと位置づけ、現在の区長や公民館長、自治防災組織等の機能・組織が集約され

る拠点を配置することで、新たな形での地域づくりを進めます。そのため、行政区同士の

連携や地域の特性を活かした魅力ある地域社会の形成に向けた取り組みを支援し、地域コ

ミュニティの活性化につなげます。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

１	
地域コミュニティ活性化事業	
（地域コミュニティ体制の整備）	

－	 体制整備の構築	

	

基本施策５	 人と人が支え合う地域づくりを進めます	

地域コミュニティの自立・活性化	

事業目標	

中間目標	 地域コミュニティの形成	

地域コミュニティ活性化事業	

地域コミュニティの体制整備	

地域コミュニティの自立・活性化	

人と人が支え合う地域づくりを進めます	

	５	
基本施策	
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地域の核となる結婚・出産・子育て未来拠点都市	

第２章	
ひとに輝きを	

第１節	 地域で人を育てるまち	

わが町を選択する機会の創出	

結婚期世代へのＰＲ	

出産への不安や悩みの解消	

妊娠期や出産に向けた支援の充実	

安心して子育てできる環境の整備	

・安心して受診できる医療体制の整備	

・近隣に類のない子育て環境の構築と幼児教育の充実	

・安心して子育てできるサービスの充実	

子どもたちの豊かな心の育成	

・家庭と地域の教育力の向上	

・生きる力を育む体験活動の充実	
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１．地域コミュニティの形成 

（１）地域コミュニティの体制整備	

【現状と課題】	

現代社会においては、地域での連帯感や地域社会への関心が年々弱まりつつあり、冠婚

葬祭や福祉、子育て、防犯、防災、環境等の生活に関する活動や地域の伝統文化の伝承が

困難となる恐れがあります。また、生活スタイルの多様化や高齢化などの要因により行政

区や自治会への加入率も低下していることから、年々、コミュニティ活動の維持も困難と

なっており、大きな課題となりつつあります。	

本町には、住みよさや昔ながらの豊かさが感じられる地域がまだまだたくさん残ってい

ます。そこにある地域の結びつきを大切にしながら、コミュニティ活動の再活性化を支援

し、自治機能の向上・再構築を進め、地域の課題を自ら解決することができる主体的な地

域づくりを進めていく必要があります。	

	

【基本方針】	

現在の行政区とは異なった、地理的な繋がりが強く、より広範囲な単位を新たな地域コ

ミュニティと位置づけ、現在の区長や公民館長、自治防災組織等の機能・組織が集約され

る拠点を配置することで、新たな形での地域づくりを進めます。そのため、行政区同士の

連携や地域の特性を活かした魅力ある地域社会の形成に向けた取り組みを支援し、地域コ

ミュニティの活性化につなげます。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

１	
地域コミュニティ活性化事業	
（地域コミュニティ体制の整備）	

－	 体制整備の構築	

	

基本施策５	 人と人が支え合う地域づくりを進めます	

地域コミュニティの自立・活性化	

事業目標	

中間目標	 地域コミュニティの形成	

地域コミュニティ活性化事業	

地域コミュニティの体制整備	

地域コミュニティの自立・活性化	

人と人が支え合う地域づくりを進めます	

	５	
基本施策	
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（１）安心して受診できる医療体制の整備	
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１．わが町を選択する機会の創出 

（１）結婚期世代へのＰＲ	

２．出産への不安や悩みの解消 

（１）妊娠期や出産に向けた支援の充実	

地域の核となる結婚・出産・子育て未来拠点都市	
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（１）安心して受診できる医療体制の整備	
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１．わが町を選択する機会の創出 

（１）結婚期世代へのＰＲ	

２．出産への不安や悩みの解消 

（１）妊娠期や出産に向けた支援の充実	

地域の核となる結婚・出産・子育て未来拠点都市	
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（２）近隣に類のない子育て環境の構築と幼児教育の充実

【現状と課題】

平成 年度に一部民営化を実施し、それまでの公立５所から、現在は公立３所、私立２

園で保育所運営を行っています。

受入児童数は私立が公立を上回り、私立の人気が高いことが伺えます。これは、利用者

負担額（保育料）に公私の区別がないことが考えられ、同じ利用者負担であれば、保護者

としてよりサービスの充実している方を選択す

るということが考えられます。公立保育所にお

いても就学前教育の導入や行事の充実など保護

者にとって魅力あるサービスを提供していく必

要がありますが、慢性的な保育士不足を始めと

して、雇用面や経営面で制約が多く、現状のま

までは、サービス拡充に向けた改革を実施して

いくことが困難な状況です。

【基本方針】

保育の実施義務は町にありますが、必要量（需要）に対する確保（供給）ができていれ

ば公私の区別はないため、少子化による児童数減少の流れを考えると、将来的には町内１

園化（完全民営化）の方向に向かうことが予想されます。当面は、待機児童が生じないよ

う公立保育所を統合した上で、公立１所、私立２園の町内３園体制で保育を実施し、公私

が連携しながら「認定こども園化」による就学前教育の導入や、それぞれの特徴を活かし

たサービスの拡充を図り、併せて、町内１園化に向けた検討を行っていくこととします。

また、就学前教育に関して、私立では既に国語、算数、体育等に力を入れた取り組みが

なされており、町全体の学力の底上げという観点からも、公立においても質の高い新たな

取り組みが必要です。取り組みに際しては、詰め込みの英才教育ではない、鞍手町という

風土に合ったスーパー教育の導入を検討し、統合による効率化などのメリットをサービス

拡充に転換した上で財政状況を勘案しながら実施していくこととします。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

５
保育事業への就学前教育の導入
（認定こども園設置数）

－ 公私３園で設置

第５次鞍手町総合計画

基
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子育て支援サービス

・母親の健康管理を行う妊婦健診事業

・親子教室

・ぴよぴよ広場 等

（３）安心して子育てできるサービスの充実

【現状と課題】

出生率の低下の要因には、結婚率の低下、晩婚化、

夫婦の出産数の低下が挙げられますが、もう一つ、

経済的な要因も挙げられます。

本町の子育て支援サービスは、妊娠から出産、子

育てまでの切れ目のないサービスを目指して、さま

ざまな支援を行っています。

さらに、子育て支援の一環として子育

て世帯の医療費負担を軽減するため、平

成 年 月より乳幼児医療の助成対象

を拡大しました。従来は、入院・通院と

もに就学前の子どもの医療費を無料とし

ていましたが、これを小学６年生まで拡大するとともに、中学生については医療機関窓口

での一時的な負担はあるものの、後日払い戻すことにより入院費のみを無料としました。

今後は、他の自治体と差をつける子育て支援のさらなる充実を行わなければ、出生率の

向上を図ることはできません。

【基本方針】

今後も既存事業の子育て支援を行います。また、平成 年度より現物支給している紙オ

ムツの支給は、保護者に評判がよく、続けてほしいという意向があり、子育て支援・経済

的負担の軽減のために今後も継続して実施していきます。しかし、紙オムツは現物支給の

ため、保護者が自由に選べない状況もあることから、今後は保護者などの意見を取り入れ、

内容の変更改善について検討していきます。

また、今後は乳幼児等医療費支給制度のさらなる充実のため、通院費の無料化対象も中

学３年生まで引き上げ、子育て世帯の医療費負担を軽減することで安心して子育てができ

る環境を提供します。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

６
育児用品の支給
（紙オムツ等の支給による保護者の満足度）

－ ％

７ 乳幼児等医療費支給制度の拡大（対象年齢） 就学前
中学３年生
まで拡大
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（２）近隣に類のない子育て環境の構築と幼児教育の充実

【現状と課題】

平成 年度に一部民営化を実施し、それまでの公立５所から、現在は公立３所、私立２

園で保育所運営を行っています。

受入児童数は私立が公立を上回り、私立の人気が高いことが伺えます。これは、利用者

負担額（保育料）に公私の区別がないことが考えられ、同じ利用者負担であれば、保護者

としてよりサービスの充実している方を選択す

るということが考えられます。公立保育所にお

いても就学前教育の導入や行事の充実など保護

者にとって魅力あるサービスを提供していく必

要がありますが、慢性的な保育士不足を始めと

して、雇用面や経営面で制約が多く、現状のま

までは、サービス拡充に向けた改革を実施して

いくことが困難な状況です。

【基本方針】

保育の実施義務は町にありますが、必要量（需要）に対する確保（供給）ができていれ

ば公私の区別はないため、少子化による児童数減少の流れを考えると、将来的には町内１

園化（完全民営化）の方向に向かうことが予想されます。当面は、待機児童が生じないよ

う公立保育所を統合した上で、公立１所、私立２園の町内３園体制で保育を実施し、公私

が連携しながら「認定こども園化」による就学前教育の導入や、それぞれの特徴を活かし

たサービスの拡充を図り、併せて、町内１園化に向けた検討を行っていくこととします。

また、就学前教育に関して、私立では既に国語、算数、体育等に力を入れた取り組みが

なされており、町全体の学力の底上げという観点からも、公立においても質の高い新たな

取り組みが必要です。取り組みに際しては、詰め込みの英才教育ではない、鞍手町という

風土に合ったスーパー教育の導入を検討し、統合による効率化などのメリットをサービス

拡充に転換した上で財政状況を勘案しながら実施していくこととします。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

５
保育事業への就学前教育の導入
（認定こども園設置数）

－ 公私３園で設置
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子育て支援サービス

・母親の健康管理を行う妊婦健診事業

・親子教室

・ぴよぴよ広場 等

（３）安心して子育てできるサービスの充実

【現状と課題】

出生率の低下の要因には、結婚率の低下、晩婚化、

夫婦の出産数の低下が挙げられますが、もう一つ、

経済的な要因も挙げられます。

本町の子育て支援サービスは、妊娠から出産、子

育てまでの切れ目のないサービスを目指して、さま

ざまな支援を行っています。

さらに、子育て支援の一環として子育

て世帯の医療費負担を軽減するため、平

成 年 月より乳幼児医療の助成対象

を拡大しました。従来は、入院・通院と

もに就学前の子どもの医療費を無料とし

ていましたが、これを小学６年生まで拡大するとともに、中学生については医療機関窓口

での一時的な負担はあるものの、後日払い戻すことにより入院費のみを無料としました。

今後は、他の自治体と差をつける子育て支援のさらなる充実を行わなければ、出生率の

向上を図ることはできません。

【基本方針】

今後も既存事業の子育て支援を行います。また、平成 年度より現物支給している紙オ

ムツの支給は、保護者に評判がよく、続けてほしいという意向があり、子育て支援・経済

的負担の軽減のために今後も継続して実施していきます。しかし、紙オムツは現物支給の

ため、保護者が自由に選べない状況もあることから、今後は保護者などの意見を取り入れ、

内容の変更改善について検討していきます。

また、今後は乳幼児等医療費支給制度のさらなる充実のため、通院費の無料化対象も中

学３年生まで引き上げ、子育て世帯の医療費負担を軽減することで安心して子育てができ

る環境を提供します。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

６
育児用品の支給
（紙オムツ等の支給による保護者の満足度）

－ ％

７ 乳幼児等医療費支給制度の拡大（対象年齢） 就学前
中学３年生
まで拡大
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地域の核となる教育環境拠点都市	

個々の力を伸ばし全体を底上げする教育環境の整備	

・教育を重視した学校の再編	

・グローバル化に対応した教育環境の整備	

・相談活動の充実	

・地域最強中学校を目指した部活動の強化	

ひとに輝きを	

第２節	 「知・徳・体」の調和を目指した教育の充実	
第２章	

	
	

基
本
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第
２
章	

ひ
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４．子どもたちの豊かな心の育成 

（１）家庭と地域の教育力の向上	

（２）生きる力を育む体験活動の充実	
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地域の核となる教育環境拠点都市	

個々の力を伸ばし全体を底上げする教育環境の整備	

・教育を重視した学校の再編	

・グローバル化に対応した教育環境の整備	

・相談活動の充実	

・地域最強中学校を目指した部活動の強化	

ひとに輝きを	

第２節	 「知・徳・体」の調和を目指した教育の充実	
第２章	
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４．子どもたちの豊かな心の育成 

（１）家庭と地域の教育力の向上	

（２）生きる力を育む体験活動の充実	
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（２）グローバル化に対応した教育環境の整備	
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１．個々の力を伸ばし全体を底上げする教育環境の整備 

（１）教育を重視した学校の再編	

地域の核となる教育環境拠点都市	
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（２）グローバル化に対応した教育環境の整備	
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１．個々の力を伸ばし全体を底上げする教育環境の整備 

（１）教育を重視した学校の再編	

地域の核となる教育環境拠点都市	
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（３）相談活動の充実	
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▲図 鞍手中学校部活動種別等（出典：教育課）

（４）地域最強中学校を目指した部活動の強化

【現状と課題】

本町の中学校は昔から部活動が盛んで

あり、多くの部活動が県大会などに出場し

ているため、部活動が強いというイメージ

があります。

平成 年度の統合により町内の中学校

が１校になったことに伴い、部活動も部員数

が増加し、活発化しています。

しかしながら、近年は、生徒数の減少などによる部活動への参加生徒数の減少や指導者

の高齢化、実技指導力不足などの要因等もあり、競

技種目によっては活動を継続することが困難な状況

が生じているのが現状です。

また、ボールや楽器など、部活動で使用する用具

等の購入は保護者負担となっており、経済的負担を

軽減することも課題となっています。

【基本方針】

中学校の各部活動に対し、外部指導者手当や用具等購入費用の負担軽減を目的とした助

成金を導入します。

この助成金によって部活動の練習環境等が向上し、各種大会で好成績を収めると、部活

動での推薦進学など卒業後の進路の幅が広がることも考えられます。また、上位大会の常

連校になれば鞍手町や鞍手中学校の名前が全国に広まることになり、鞍手中学校で部活動

をするために本町へ引っ越して来るなど、転入者の増加も期待できます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

９ 中学校部活動の助成金の導入（各種大会の結果） －
各種大会の結果

（好成績）

部の種類 部数 部員数 外部講師

体育系

文科系 ５ ０

合 計
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（３）相談活動の充実	
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▲図 鞍手中学校部活動種別等（出典：教育課）

（４）地域最強中学校を目指した部活動の強化

【現状と課題】

本町の中学校は昔から部活動が盛んで

あり、多くの部活動が県大会などに出場し

ているため、部活動が強いというイメージ

があります。

平成 年度の統合により町内の中学校

が１校になったことに伴い、部活動も部員数

が増加し、活発化しています。

しかしながら、近年は、生徒数の減少などによる部活動への参加生徒数の減少や指導者

の高齢化、実技指導力不足などの要因等もあり、競

技種目によっては活動を継続することが困難な状況

が生じているのが現状です。

また、ボールや楽器など、部活動で使用する用具

等の購入は保護者負担となっており、経済的負担を

軽減することも課題となっています。

【基本方針】

中学校の各部活動に対し、外部指導者手当や用具等購入費用の負担軽減を目的とした助

成金を導入します。

この助成金によって部活動の練習環境等が向上し、各種大会で好成績を収めると、部活

動での推薦進学など卒業後の進路の幅が広がることも考えられます。また、上位大会の常

連校になれば鞍手町や鞍手中学校の名前が全国に広まることになり、鞍手中学校で部活動

をするために本町へ引っ越して来るなど、転入者の増加も期待できます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

９ 中学校部活動の助成金の導入（各種大会の結果） －
各種大会の結果

（好成績）

部の種類 部数 部員数 外部講師

体育系

文科系 ５ ０

合 計
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１．生涯学習の充実 

（１）ニーズに応じた学習機会の提供	

生涯学習・生涯スポーツ・文化の推進	
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生涯学習・生涯スポーツ・文化の推進	

第２章	
ひとに輝きを	

第３節	 ライフステージに応じた生涯学習の推進	

生涯学習の充実	

ニーズに応じた学習機会の提供	

健康で心豊かなスポーツの推進	

施設の有効活用	

文化・芸術の活性化	

文化活動の拠点としての発表活動の場の拡充	

文化財の保存・継承	

歴史・文化の普及・啓発	
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１．生涯学習の充実 

（１）ニーズに応じた学習機会の提供	

生涯学習・生涯スポーツ・文化の推進	
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生涯学習・生涯スポーツ・文化の推進	

第２章	
ひとに輝きを	

第３節	 ライフステージに応じた生涯学習の推進	

生涯学習の充実	

ニーズに応じた学習機会の提供	

健康で心豊かなスポーツの推進	

施設の有効活用	

文化・芸術の活性化	

文化活動の拠点としての発表活動の場の拡充	

文化財の保存・継承	

歴史・文化の普及・啓発	
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公
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２．健康で心豊かなスポーツの推進 

（１）施設の有効活用	
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３．文化・芸術の活性化
（１）文化活動の拠点としての発表活動の場の拡充

【現状と課題】

伝統ある鞍手美術展ですが、近年、文化連盟に参加し

ている団体では会員の高齢化により、美術展への出品数

が減少している傾向にあります。また、各団体では後継

者不足や指導者の育成にも苦慮されています。

今後、若い世代に文化・芸術に触れ合う機会を拡充す

るための施策が必要となってきます。

【基本方針】

町民の主体的な文化・芸術活動を尊重し、多彩

な文化を創造することで、魅力と活気にあふれた

まちを目指すため、文化連盟や美術協会等と連携

し、今後も中央公民館を拠点とした多彩な文化活

動が展開できる環境を創出するとともに、地域の

文化芸術を発信する機会を整備します。

また、自主公民館サークル実行委員会主催の公

民館まつりと美術協会主催の美術展を統合して、鞍手町民文化祭として開催し、集客の増

加を図り、さらに各会員等が作成した作品の展示即売を行うなど、会員自身の意識高揚を

図るとともに身近に文化・芸術に親しむ機会を提供していきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

４
鞍手町民文化祭
（公民館まつりと美術展の統合）

－
文化祭の開催
（ 年度）
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２．健康で心豊かなスポーツの推進 

（１）施設の有効活用	
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３．文化・芸術の活性化
（１）文化活動の拠点としての発表活動の場の拡充

【現状と課題】

伝統ある鞍手美術展ですが、近年、文化連盟に参加し

ている団体では会員の高齢化により、美術展への出品数

が減少している傾向にあります。また、各団体では後継

者不足や指導者の育成にも苦慮されています。

今後、若い世代に文化・芸術に触れ合う機会を拡充す

るための施策が必要となってきます。

【基本方針】

町民の主体的な文化・芸術活動を尊重し、多彩

な文化を創造することで、魅力と活気にあふれた

まちを目指すため、文化連盟や美術協会等と連携

し、今後も中央公民館を拠点とした多彩な文化活

動が展開できる環境を創出するとともに、地域の

文化芸術を発信する機会を整備します。

また、自主公民館サークル実行委員会主催の公

民館まつりと美術協会主催の美術展を統合して、鞍手町民文化祭として開催し、集客の増

加を図り、さらに各会員等が作成した作品の展示即売を行うなど、会員自身の意識高揚を

図るとともに身近に文化・芸術に親しむ機会を提供していきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

４
鞍手町民文化祭
（公民館まつりと美術展の統合）

－
文化祭の開催
（ 年度）
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４．文化財の保存・継承
（１）歴史・文化の普及・啓発

【現状と課題】

本町は、豊かな自然に恵まれ、数多くの文化財が点在していま

す。また、地域に伝わる伝統的な行事や芸能も、先人たちの努力

によってこれまで引き継がれてきました。

しかし、近年、社会構造や生活様式の変化などによりこのよう

な歴史や文化を守り、引き継ぐ環境は厳しさを増しており、町民

共有の大切な文化遺産を守り、未来へ引き継いでいく仕組みづく

りが急務となっています。

【基本方針】

町の文化や歴史について適切な保存に努め、地域の歴史や文化財を後世に伝えるため、

博物館企画展やパンフレット、町公式ホームページ等で周知していきます。

また、これらの文化遺産を後世に伝えるため、学校と連携した子ども学芸員事業を通じ

て普及と啓発に努めていきます。これは、幼少期から自分が住んでいるまちに対して「誇

り」や「愛着」を持ち、自らもまちを形成している一人であるという意識を持つシビック

プライドを高めることにもつながり、今後も継続して事業を展開していきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

５ 博物館総合整備事業（年間来場者数） 人 人

６ 子ども学芸員事業（実施校数） ６小学校 ６小学校
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基本施策９ 人にやさしく、人がやさしいまちづくりを進めます

人権教育・男女共同参画の啓発・推進

事業目標

中間目標

人権教育

人権意識の向上

被害者等支援相談体制整備

男女共同参画推進事業男女共同参画

人権啓発の推進

人権教育・啓発及び相談体制の整備

中間目標 男女共同参画社会の実現

事業目標 男女共同参画の推進
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４．文化財の保存・継承
（１）歴史・文化の普及・啓発

【現状と課題】

本町は、豊かな自然に恵まれ、数多くの文化財が点在していま

す。また、地域に伝わる伝統的な行事や芸能も、先人たちの努力

によってこれまで引き継がれてきました。

しかし、近年、社会構造や生活様式の変化などによりこのよう

な歴史や文化を守り、引き継ぐ環境は厳しさを増しており、町民

共有の大切な文化遺産を守り、未来へ引き継いでいく仕組みづく

りが急務となっています。

【基本方針】

町の文化や歴史について適切な保存に努め、地域の歴史や文化財を後世に伝えるため、

博物館企画展やパンフレット、町公式ホームページ等で周知していきます。

また、これらの文化遺産を後世に伝えるため、学校と連携した子ども学芸員事業を通じ

て普及と啓発に努めていきます。これは、幼少期から自分が住んでいるまちに対して「誇

り」や「愛着」を持ち、自らもまちを形成している一人であるという意識を持つシビック

プライドを高めることにもつながり、今後も継続して事業を展開していきます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

５ 博物館総合整備事業（年間来場者数） 人 人

６ 子ども学芸員事業（実施校数） ６小学校 ６小学校
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人権教育・男女共同参画の啓発・推進	
 

人権意識の向上	
 

人権教育・啓発及び相談体制の整備	
 

男女共同参画社会の実現	
 

男女共同参画の推進	
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２．男女共同参画社会の実現 

（１）男女共同参画の推進	
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人権啓発の推進	
 

１．人権意識の向上  

（１）人権教育・啓発及び相談体制の整備	
 

人権教育・男女共同参画の啓発・推進	
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２．男女共同参画社会の実現 

（１）男女共同参画の推進	
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人権啓発の推進	

１．人権意識の向上 

（１）人権教育・啓発及び相談体制の整備	

人権教育・男女共同参画の啓発・推進	
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地域総合ケアの推進	

第２章	
ひとに輝きを	

第４節	 健康に暮らせるまち	

高齢者が住み慣れた地域で暮らせる環境の整備	

地域包括ケアシステム構築に向けての体制づくり	

障がい者がともに暮らせる地域づくり	

・障がい者の生きがいや活動の場の拡大	

・障がいを持つ人に必要なサービスの充実	
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１．高齢者が住み慣れた地域で暮らせる環境の整備
（１）地域包括ケアシステム構築に向けての体制づくり

【現状と課題】

認知症高齢者は、平成 年には約 万人（高齢者の約 ％）になると推計されて

おり、高齢化率の高い本町においても認知症対策は重要な課題となっています。

実際に家族が認知症を発症した際、どう対応すればいいのかわからずに、本人及び家族

が疲弊してしまうケースが多く見受けられます。また、認知症は、早期に発見し治療を開

始すれば進行を遅らせることができることがわかっていますが、家族に知識がなく、相談

できる場所がわからないためにその機会を失っているのが現状です。

平成 年度の介護保険法改正により、要支援認定者に対する訪問介護・通所介護が予防

給付から外れ、町民主体のボランティアが主な提供主体となる介護予防・日常生活支援総

合事業へ移行することになりますが、担い手になりうるボランティア団体や人材が育成さ

れていないのが重要な課題となっています。

平成 年７月に鞍手町介護ボランティア制度実施要綱を制定し、平成 年１月から運

用を開始しました。しかし、現行制度では、 歳以上の要介護認定を受けていない人をボ

ランティアとして登録していますが、制度開始以前からボランティア活動をしている人が

登録ボランティアの多くを占めており、新たにボランティア活動を開始した者が少ないこ

と、また、介護保険事業所等でのボランティア活動のみであることからこの体制を再構築

する必要があります。

【基本方針】

複数の専門職が家族の要望などにより、認知症が疑われる人や認知症の人及びその家族

を訪問し、アセスメント、家族支援などの初期の支援を包括的、集中的に自立生活のサポ

ートを行い、医療機関や介護サービス及び地域の支援機関をつなぐコーディネータ―とし

ての役割を担う認知症地域支援推進員を配置し、当該推進員を中心として、医療と介護の

連携強化や、地域における支援体制の構築を図ります。

また、要支援者の訪問介護・通所介護が介護保険の予防給付から外れ、現状必要となる

生活支援サービスを把握すること、それと同時に、営利企業が実施するものも含めて、必

要となるサービスのうち、現状あるサービスでは充足できないサービスは、新たな担い手

を発掘・養成します。

介護事業は、第１号被保険者の介護予防が目的であることから、評価対象とするボラン

ティア活動自体は介護に関係するものでなくても構わないことから、高齢者・介護関係に

限定せず、本町にある行政課題の中で、第１号被保険者で無理なく実施できるものを洗い

出し、ボランティアのメニューとして追加登録し介護ボランティア事業の再構築を図りま

す。なお、これらの事業は、地域包括支援センター及び社会福祉協議会と連携し、実施し

ていくものとします。

地域総合ケアの推進

住み慣れた地域でともに暮らせるまちづくりを進めます基本施策
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地域総合ケアの推進	

第２章	
ひとに輝きを	

第４節	 健康に暮らせるまち	

高齢者が住み慣れた地域で暮らせる環境の整備	

地域包括ケアシステム構築に向けての体制づくり	

障がい者がともに暮らせる地域づくり	

・障がい者の生きがいや活動の場の拡大	

・障がいを持つ人に必要なサービスの充実	
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１．高齢者が住み慣れた地域で暮らせる環境の整備
（１）地域包括ケアシステム構築に向けての体制づくり

【現状と課題】

認知症高齢者は、平成 年には約 万人（高齢者の約 ％）になると推計されて

おり、高齢化率の高い本町においても認知症対策は重要な課題となっています。

実際に家族が認知症を発症した際、どう対応すればいいのかわからずに、本人及び家族

が疲弊してしまうケースが多く見受けられます。また、認知症は、早期に発見し治療を開

始すれば進行を遅らせることができることがわかっていますが、家族に知識がなく、相談

できる場所がわからないためにその機会を失っているのが現状です。

平成 年度の介護保険法改正により、要支援認定者に対する訪問介護・通所介護が予防

給付から外れ、町民主体のボランティアが主な提供主体となる介護予防・日常生活支援総

合事業へ移行することになりますが、担い手になりうるボランティア団体や人材が育成さ

れていないのが重要な課題となっています。

平成 年７月に鞍手町介護ボランティア制度実施要綱を制定し、平成 年１月から運

用を開始しました。しかし、現行制度では、 歳以上の要介護認定を受けていない人をボ

ランティアとして登録していますが、制度開始以前からボランティア活動をしている人が

登録ボランティアの多くを占めており、新たにボランティア活動を開始した者が少ないこ

と、また、介護保険事業所等でのボランティア活動のみであることからこの体制を再構築

する必要があります。

【基本方針】

複数の専門職が家族の要望などにより、認知症が疑われる人や認知症の人及びその家族

を訪問し、アセスメント、家族支援などの初期の支援を包括的、集中的に自立生活のサポ

ートを行い、医療機関や介護サービス及び地域の支援機関をつなぐコーディネータ―とし

ての役割を担う認知症地域支援推進員を配置し、当該推進員を中心として、医療と介護の

連携強化や、地域における支援体制の構築を図ります。

また、要支援者の訪問介護・通所介護が介護保険の予防給付から外れ、現状必要となる

生活支援サービスを把握すること、それと同時に、営利企業が実施するものも含めて、必

要となるサービスのうち、現状あるサービスでは充足できないサービスは、新たな担い手

を発掘・養成します。

介護事業は、第１号被保険者の介護予防が目的であることから、評価対象とするボラン

ティア活動自体は介護に関係するものでなくても構わないことから、高齢者・介護関係に

限定せず、本町にある行政課題の中で、第１号被保険者で無理なく実施できるものを洗い

出し、ボランティアのメニューとして追加登録し介護ボランティア事業の再構築を図りま

す。なお、これらの事業は、地域包括支援センター及び社会福祉協議会と連携し、実施し

ていくものとします。

地域総合ケアの推進

住み慣れた地域でともに暮らせるまちづくりを進めます基本施策
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（２）障がいを持つ人に必要なサービスの充実	
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２．障がい者がともに暮らせる地域づくり 

（１）障がい者の生きがいや活動の場の拡大	
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（２）障がいを持つ人に必要なサービスの充実	
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２．障がい者がともに暮らせる地域づくり 

（１）障がい者の生きがいや活動の場の拡大	
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１．町民の健康の維持・増進と医療費の削減 

（１）町民の健康の維持・増進と病気の予防と重症化予防	

「寿命＝健康寿命」を目指して	

「寿命＝健康寿命」を目指して	

町民の健康の維持・増進と医療費の削減	

町民の健康の維持・増進と病気の予防と重症化予防	
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多く、特に糖尿病による人工透析の割合が多いのが現状です。

医療の進歩に伴い次第に医療費が高額になってきている現在、本町も例に漏れず医療費

は上昇傾向にあり、本町の 人当たりの医療費は国及び県平均を大きく上回っており、国

保財政を圧迫しています。また、医療機関の選択肢が多く被保険者にとって便利な状況が、

重複受診やコンビニ受診、それに伴う多剤投与等の問題の一因となっている側面もありま

す。特に多剤投与に関しては病状が改善されないのみならず悪化させている場合もあるた

め、解消に向け早急に取り組むべき課題です。

【基本方針】

健診の必要性を理解してもらうために医師会の協力

のもと病院と連携して受診勧奨を行います。また、前

期高齢者証交付時や介護保険証交付時に健診や介護予

防の必要性についての短時間の教室を開催します。

町民全員が健診を受診しやすいよう、総合福祉セン

ターや中央公民館で実施する集団健診で、国保以外の

保険対象者も受診できるようにし、健診結果の説明会

（健康相談）を受診者に行うなど手法改善を検討します。

医療費を軽減するため重複受診やコンビニ受診等の病院のかかり方を見直すきっかけ作

りをし、適正受診を心がけてもらうよう啓発に努めます。

また、医療費や保険の仕組みを理解してもらうため、ジ

ェネリック医薬品の利用促進のための説明会等を開催し、

かかりつけ医を推進することにより重複受診を防ぎ、か

つ多剤投与による弊害を阻止できるように努めます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

１ 健診受診率アップ作戦（特定健診個別受診者数） －
人

（ 年度）

２ 重症化予防事業（人工透析者の割合の削減） － ％削減

３
医療費節約運動
（ジェネリック医薬品への切り替え率）

％
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１．町民の健康の維持・増進と医療費の削減 

（１）町民の健康の維持・増進と病気の予防と重症化予防	

「寿命＝健康寿命」を目指して	

「寿命＝健康寿命」を目指して	

町民の健康の維持・増進と医療費の削減	

町民の健康の維持・増進と病気の予防と重症化予防	
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多く、特に糖尿病による人工透析の割合が多いのが現状です。

医療の進歩に伴い次第に医療費が高額になってきている現在、本町も例に漏れず医療費

は上昇傾向にあり、本町の 人当たりの医療費は国及び県平均を大きく上回っており、国

保財政を圧迫しています。また、医療機関の選択肢が多く被保険者にとって便利な状況が、

重複受診やコンビニ受診、それに伴う多剤投与等の問題の一因となっている側面もありま

す。特に多剤投与に関しては病状が改善されないのみならず悪化させている場合もあるた

め、解消に向け早急に取り組むべき課題です。

【基本方針】

健診の必要性を理解してもらうために医師会の協力

のもと病院と連携して受診勧奨を行います。また、前

期高齢者証交付時や介護保険証交付時に健診や介護予

防の必要性についての短時間の教室を開催します。

町民全員が健診を受診しやすいよう、総合福祉セン

ターや中央公民館で実施する集団健診で、国保以外の

保険対象者も受診できるようにし、健診結果の説明会

（健康相談）を受診者に行うなど手法改善を検討します。

医療費を軽減するため重複受診やコンビニ受診等の病院のかかり方を見直すきっかけ作

りをし、適正受診を心がけてもらうよう啓発に努めます。

また、医療費や保険の仕組みを理解してもらうため、ジ

ェネリック医薬品の利用促進のための説明会等を開催し、

かかりつけ医を推進することにより重複受診を防ぎ、か

つ多剤投与による弊害を阻止できるように努めます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

１ 健診受診率アップ作戦（特定健診個別受診者数） －
人

（ 年度）

２ 重症化予防事業（人工透析者の割合の削減） － ％削減

３
医療費節約運動
（ジェネリック医薬品への切り替え率）

％
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基本施策 地域農業を支えるまちづくりを目指します

生産力の向上を目指して

第３章
しごとの創出を

第１節 創業支援と企業誘致

事業目標

中間目標 農業資源の保全管理と有効活用

農地中間管理事業

水田農業担い手機械導入支援事業

遊休農地解消事業農業基盤

ため池等整備事業

・農地の有効活用

・農業用水の安定供給

・農業資源の保全

・農作物の鳥獣被害防止対策

農業支援

中間目標

事業目標

高収益型園芸産地育成事業

農業後継者育成事業

農業担い手の支援

・農業経営の効率化

・農業後継者の育成

谷山池パイプライン水利施設維持管理事業

多面的機能支払交付金事業

有害鳥獣駆除事業

かんがい施設維持管理事業
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１．農業資源の保全管理と有効活用
（１）農地の有効活用と農業担い手の支援

【現状と課題】

農業担い手の高齢化や米価の下落により、年々、農家世帯は減少傾向にあります。その

ため離農による遊休農地や耕作放棄地の増加が懸念され、極めて厳しい状況にあります。

また、ＷＴＯ（世界貿易機関）など重要農産物の貿易交渉の動向によっては、わが国の農

業に大きな影響が与えられることも予測されています。さらに、消費者の「食」の安全へ

の関心の高まりから消費者の信頼の確保も重要な課題となっています。

本町はこれまで、多様な農業振興施策を関係機関・団体と一体となって推進し、米・麦・

果樹などの振興作物のブランド化を進めるなど着実に成果をあげてきました。

しかし、農業を取り巻く環境は厳しく、本町でも農家数の減少や就業者の高齢化、担い

手不足、これに伴う遊休農地や耕作放棄地の増加、農地の集積の停滞などの問題が深刻化

してきています。このため、農業生産基盤の一層の充実を進めながら、担い手の育成・確

保、効率的な生産組織や営農組合体制の強化をはじめ、農業経営の法人化の促進、優良農

地の保全及び有効活用に努めるとともに、本町の特性に応じた付加価値の高い特産品の開

発、流通体制の充実等を促進していく必要があります。また、環境保全型農業や地産地消

など、時代の要請等に即した農業の促進に努め、地域ブランドとして誇りうる安全・安心

な食料供給基地の形成と農業の持つ多面的機能の保全・活用を進めていく必要があります。

【基本方針】

農地利用状況調査により農地の利用状況を把握し、優良農地の確保と有効利用を図り、

かつ遊休農地の発生防止・解消に努めます。さらには、意欲ある担い手への農地集積、集

約化を推進するため、必要に応じ農地中間管理事業を活用します。

また、遊休農地については土地所有者への意向確認及び改善指導を行い、地元農業委員

や営農組合長による日常的な農地の監視を実施し、遊休農地の発生を未然に防ぎます。

同時に農業の後継者育成事業、計画転作互助方式推進事業、農業用水の安定供給、多面

的機能支払交付金事業、有害鳥獣駆除事業などの事業を推進し、意欲ある農家の支援に努

めます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

１ 遊休農地解消事業（遊休農地面積の減少）

生産力の向上を目指して

地域農業を支えるまちづくりを目指します基本施策
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基本施策 地域農業を支えるまちづくりを目指します

生産力の向上を目指して

第３章
しごとの創出を

第１節 創業支援と企業誘致

事業目標

中間目標 農業資源の保全管理と有効活用

農地中間管理事業

水田農業担い手機械導入支援事業

遊休農地解消事業農業基盤

ため池等整備事業

・農地の有効活用

・農業用水の安定供給

・農業資源の保全

・農作物の鳥獣被害防止対策

農業支援

中間目標

事業目標

高収益型園芸産地育成事業

農業後継者育成事業

農業担い手の支援

・農業経営の効率化

・農業後継者の育成

谷山池パイプライン水利施設維持管理事業

多面的機能支払交付金事業

有害鳥獣駆除事業

かんがい施設維持管理事業
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１．農業資源の保全管理と有効活用
（１）農地の有効活用と農業担い手の支援

【現状と課題】

農業担い手の高齢化や米価の下落により、年々、農家世帯は減少傾向にあります。その

ため離農による遊休農地や耕作放棄地の増加が懸念され、極めて厳しい状況にあります。

また、ＷＴＯ（世界貿易機関）など重要農産物の貿易交渉の動向によっては、わが国の農

業に大きな影響が与えられることも予測されています。さらに、消費者の「食」の安全へ

の関心の高まりから消費者の信頼の確保も重要な課題となっています。

本町はこれまで、多様な農業振興施策を関係機関・団体と一体となって推進し、米・麦・

果樹などの振興作物のブランド化を進めるなど着実に成果をあげてきました。

しかし、農業を取り巻く環境は厳しく、本町でも農家数の減少や就業者の高齢化、担い

手不足、これに伴う遊休農地や耕作放棄地の増加、農地の集積の停滞などの問題が深刻化

してきています。このため、農業生産基盤の一層の充実を進めながら、担い手の育成・確

保、効率的な生産組織や営農組合体制の強化をはじめ、農業経営の法人化の促進、優良農

地の保全及び有効活用に努めるとともに、本町の特性に応じた付加価値の高い特産品の開

発、流通体制の充実等を促進していく必要があります。また、環境保全型農業や地産地消

など、時代の要請等に即した農業の促進に努め、地域ブランドとして誇りうる安全・安心

な食料供給基地の形成と農業の持つ多面的機能の保全・活用を進めていく必要があります。

【基本方針】

農地利用状況調査により農地の利用状況を把握し、優良農地の確保と有効利用を図り、

かつ遊休農地の発生防止・解消に努めます。さらには、意欲ある担い手への農地集積、集

約化を推進するため、必要に応じ農地中間管理事業を活用します。

また、遊休農地については土地所有者への意向確認及び改善指導を行い、地元農業委員

や営農組合長による日常的な農地の監視を実施し、遊休農地の発生を未然に防ぎます。

同時に農業の後継者育成事業、計画転作互助方式推進事業、農業用水の安定供給、多面

的機能支払交付金事業、有害鳥獣駆除事業などの事業を推進し、意欲ある農家の支援に努

めます。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

１ 遊休農地解消事業（遊休農地面積の減少）

生産力の向上を目指して

地域農業を支えるまちづくりを目指します基本施策
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基本施策 13	 人や地域を支える地域産業を応援します	

企業の元気は、まちの元気	

事業目標	

中間目標	

企業立地	

町内企業の活性化及び就業機会の確保	

企業ネットワークの推進	

・既存企業の活性化及び進出企業確保	

・求職者への就業支援	

雇用対策事業	

商工業	

中間目標 商工連携による地域産業の活性化	

事業目標	 ・商工業の円滑化	

・商工業者と消費者との交流促進	

雇用対策	

商工業の振興	

企業誘致の推進	

学校まるごとアニメ事業	

商工業	

中間目標	 新たな産業への挑戦による雇用の拡大	

事業目標	 ・中小企業等への支援	

・新分野への進出・人材育成への支援	

創業支援事業	

インターネットショップ起業等支援事業	

小規模事業者支援事業	

創業支援	
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▲図 鞍手町事業所数及び従業員数（工業統計出典）

１．町内企業の活性化及び就業機会の確保
（１）既存企業の活性化及び進出企業確保

【現状と課題】

年代のバブル崩壊後、緩やかにではあるが景気を取り戻してきました。しかし、平

成 （ ）年、世界金融危機と言われたリーマンショックが発生し、世界経済に大きな

打撃を与えました。

そういった中、本町の企業数は、平成 年から小幅な増減を繰り返し平成 年にピー

クを迎え 社に達しましたが、同年に発生したリーマンショックの影響から平成 年ま

で減少が続いています。また、事業所数のほぼ同数である平成 年と平成 年の従業者

数を比較してみると、平成 年では１社あたりの平均が 人となっているのに対し、

平成 年では平均

人となっており、これは、

経営及び組織体制の抜本的

な改革とＩＣＴの進展、機

械のオートメーション化な

どによるものと考えられま

す。

また、国は企業に対する

支援事業を積極的に展開し

ていますが、本町からの町

内企業に対する情報提供等

の支援体制が十分でないこ

とから、その必要性は急務

と言えます。

【基本方針】

商工会、国の機関と連携し、補助事業等の有益な情報を提供するとともに参加企業の情

報等を整理し、企業間のネットワークを構築します。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

１ 企業ネットワークの推進（企業数） － 社

企業の元気は、まちの元気

人や地域を支える地域産業を応援します基本施策
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基本施策 13	 人や地域を支える地域産業を応援します	

企業の元気は、まちの元気	

事業目標	

中間目標	

企業立地	

町内企業の活性化及び就業機会の確保	

企業ネットワークの推進	

・既存企業の活性化及び進出企業確保	

・求職者への就業支援	

雇用対策事業	

商工業	

中間目標 商工連携による地域産業の活性化	

事業目標	 ・商工業の円滑化	

・商工業者と消費者との交流促進	

雇用対策	

商工業の振興	

企業誘致の推進	

学校まるごとアニメ事業	

商工業	

中間目標	 新たな産業への挑戦による雇用の拡大	

事業目標	 ・中小企業等への支援	

・新分野への進出・人材育成への支援	

創業支援事業	

インターネットショップ起業等支援事業	

小規模事業者支援事業	

創業支援	
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▲図 鞍手町事業所数及び従業員数（工業統計出典）

１．町内企業の活性化及び就業機会の確保
（１）既存企業の活性化及び進出企業確保

【現状と課題】

年代のバブル崩壊後、緩やかにではあるが景気を取り戻してきました。しかし、平

成 （ ）年、世界金融危機と言われたリーマンショックが発生し、世界経済に大きな

打撃を与えました。

そういった中、本町の企業数は、平成 年から小幅な増減を繰り返し平成 年にピー

クを迎え 社に達しましたが、同年に発生したリーマンショックの影響から平成 年ま

で減少が続いています。また、事業所数のほぼ同数である平成 年と平成 年の従業者

数を比較してみると、平成 年では１社あたりの平均が 人となっているのに対し、

平成 年では平均

人となっており、これは、

経営及び組織体制の抜本的

な改革とＩＣＴの進展、機

械のオートメーション化な

どによるものと考えられま

す。

また、国は企業に対する

支援事業を積極的に展開し

ていますが、本町からの町

内企業に対する情報提供等

の支援体制が十分でないこ

とから、その必要性は急務

と言えます。

【基本方針】

商工会、国の機関と連携し、補助事業等の有益な情報を提供するとともに参加企業の情

報等を整理し、企業間のネットワークを構築します。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

１ 企業ネットワークの推進（企業数） － 社

企業の元気は、まちの元気

人や地域を支える地域産業を応援します基本施策
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２．新たな産業への挑戦による雇用の拡大 

（１）中小企業等への支援	

【現状と課題】	

過去、本町が主体となってインターネットショップを開設し、サイト管理や決済処理な

どを町の負担で行っていましたが、出品者の反響は低く、多くの商品を取り扱うことがで

きなかった経緯があります。	

	

【基本方針】	

今後は、町内の中小企業等が行う、インターネットを活

用した商品、サービスの販路等の開拓又は拡大を目指す取

り組みに対し、予算の範囲内において鞍手町インターネッ

トショップ起業等支援補助金を交付する支援を行います。	

これまでのコストが発生するような手法ではなく、出店

者がすべての準備を行い、インターネットショップ開設後

においても、サイトの管理や商品の発送・決済処理までを行う仕組みを構築します。その

内容を町公式ホームページや広報紙、さらには、町公式フェイスブックページを活用して

広く周知を行い、応募してきた意欲ある新たな起業者に対して支援を行います。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

３	
インターネットショップ起業等支援事業	
（ショップ起業支援件数）	

－	 ４件	
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4⽉月 5⽉月 6⽉月 7⽉月 8⽉月 9⽉月 10⽉月 11⽉月 12⽉月 1⽉月 2⽉月 3⽉月
福岡中央 1.38 1.32 1.35 1.48 1.5 1.55 1.62 1.67 1.81 1.92 1.91 1.83

福岡東 0.78 0.75 0.79 0.88 0.88 0.86 0.84 0.89 0.93 0.92 0.99 0.97

福岡南 0.61 0.58 0.58 0.64 0.68 0.71 0.72 0.73 0.79 0.81 0.79 0.81

福岡⻄西 0.34 0.31 0.34 0.36 0.39 0.39 0.37 0.39 0.44 0.47 0.46 0.44

⼋八幡 0.74 0.73 0.75 0.8 0.87 0.91 0.93 0.94 0.98 1 1.02 0.98

⼩小倉 0.96 0.97 0.99 1.07 1.11 1.14 1.16 1.21 1.27 1.33 1.33 1.28

⾏行行橋 0.75 0.73 0.77 0.8 0.79 0.78 0.83 0.79 0.86 0.78 0.81 0.75

飯塚 0.68 0.68 0.69 0.76 0.74 0.79 0.84 0.9 0.92 0.89 0.91 0.89

直⽅方 0.71 0.67 0.71 0.87 0.83 0.89 0.92 0.88 0.86 1 0.85 0.81

⽥田川 0.56 0.53 0.57 0.58 0.65 0.66 0.65 0.66 0.66 0.64 0.66 0.68

⼤大牟⽥田 0.88 0.92 0.96 1.01 1.05 1.07 1.02 1.06 1.16 1.2 1.23 1.2

久留留⽶米 0.74 0.71 0.72 0.79 0.8 0.82 0.84 0.86 0.9 0.91 0.92 0.88

⼋八⼥女女 0.76 0.76 0.78 0.75 0.81 0.85 0.88 0.86 0.94 0.98 1.05 1.04

朝倉 0.89 0.84 0.81 0.89 1.02 1.02 1.09 1.01 1.05 0.98 0.99 0.95

平成26年年 平成27年年

▲図16	
 職業安定業務統計（厚生労働省出典出典）	
 

	
 

（２）求職者への就業支援	
 

【現状と課題】	
 

厚生労働省が掲げた雇用政策の将来ビジョンには、「仕事を通じた一人一人の成長と、社

会全体の成長の好循環」を目指すとされていますが、本町を管轄する福岡労働局ハローワ

ーク直方の平成 26 年度の有効求人倍率の平均は 0.82 であり、全国の 1.11、福岡県の 1.00

を下回っており、求人数（企業側）の低さがうかがえます。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

【基本方針】	
 

既創業者や創業予定者を対象とした、地域資源を活かした商品開発や農商工連携の観光

事業の創成などの新分野への進出や、新規創業などに対する研修会の開催並びに地域求職

者の能力開発、人材育成に係るセミナー等を開催し、新規創業・新分野への進出・既存事

業の拡大など、地域における雇用機会の拡大を目指します。	
 

	
 

№	
 事務事業（指標）	
 現状（H26）	
 目標（H31）	
 

２	
 雇用対策事業（就業者数）	
 －	
 40 人	
 

	
 

	
 	
 雇用に関連したプロジェクト事業	
 

地域創生先行型事業（観光まちおこしプロジェクト等）	
 

都市農村共生・対流及び地域活性化対策事業（子ども農村交流プロジェクト等）	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

地域資源を活用した商品開発プロジェクト（山村活性化対策事業等）	
 

実践型地域雇用創造事業（能力開発、人材育成プロジェクト等）	
 

農山漁村活性化整備対策事業（古民家等イノベーションプロジェクト等）	
 

雇用創出事業（企業・求職者マッチングプロジェクト等）	
 

	
 

※地域の課題や雇用機会を創出する事業の優先順位を決め取り組む。	
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
福岡中央
福岡東
福岡南
福岡西
八幡
小倉
行橋
飯塚
直方
田川
大牟田
久留米
八女
朝倉

平成26年 平成27年

▲図 職業安定業務統計（厚生労働省出典出典）

（２）求職者への就業支援

【現状と課題】

厚生労働省が掲げた雇用政策の将来ビジョンには、「仕事を通じた一人一人の成長と、社

会全体の成長の好循環」を目指すとされていますが、本町を管轄する福岡労働局ハローワ

ーク直方の平成 年度の有効求人倍率の平均は であり、全国の 、福岡県の

を下回っており、求人数（企業側）の低さがうかがえます。

【基本方針】

既創業者や創業予定者を対象とした、地域資源を活かした商品開発や農観連携の観光事

業の創成などの新分野への進出や、新規創業などに対する研修会の開催並びに地域求職者

の能力開発、人材育成に係るセミナー等の開催し、新規創業・新分野への進出・既存事業

の拡大など、地域における雇用機会の拡大を目指します。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

２ 雇用対策事業（就業者数） － 人

雇用に関連したプロジェクト事業

地域創生先行型事業（観光まちおこしプロジェクト等）

都市農村共生・対流及び地域活性化対策事業（子ども農村交流プロジェクト等）

地域資源を活用した商品開発プロジェクト（山村活性化対策事業等）

実践型地域雇用創造事業（能力開発、人材育成プロジェクト等）

農山漁村活性化整備対策事業（古民家等イノベーションプロジェクト等）

雇用創出事業（企業・求職者マッチングプロジェクト等）

※地域の課題や雇用機会を創出する事業の優先順位を決め取り組む。
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２．新たな産業への挑戦による雇用の拡大 

（１）中小企業等への支援	

【現状と課題】	

過去、本町が主体となってインターネットショップを開設し、サイト管理や決済処理な

どを町の負担で行っていましたが、出品者の反響は低く、多くの商品を取り扱うことがで

きなかった経緯があります。	

	

【基本方針】	

今後は、町内の中小企業等が行う、インターネットを活

用した商品、サービスの販路等の開拓又は拡大を目指す取

り組みに対し、予算の範囲内において鞍手町インターネッ

トショップ起業等支援補助金を交付する支援を行います。	

これまでのコストが発生するような手法ではなく、出店

者がすべての準備を行い、インターネットショップ開設後

においても、サイトの管理や商品の発送・決済処理までを行う仕組みを構築します。その

内容を町公式ホームページや広報紙、さらには、町公式フェイスブックページを活用して

広く周知を行い、応募してきた意欲ある新たな起業者に対して支援を行います。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

３	
インターネットショップ起業等支援事業	
（ショップ起業支援件数）	

－	 ４件	
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4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉
福岡中央 1.38 1.32 1.35 1.48 1.5 1.55 1.62 1.67 1.81 1.92 1.91 1.83

福岡東 0.78 0.75 0.79 0.88 0.88 0.86 0.84 0.89 0.93 0.92 0.99 0.97

福岡南 0.61 0.58 0.58 0.64 0.68 0.71 0.72 0.73 0.79 0.81 0.79 0.81

福岡⻄ 0.34 0.31 0.34 0.36 0.39 0.39 0.37 0.39 0.44 0.47 0.46 0.44

⼋幡 0.74 0.73 0.75 0.8 0.87 0.91 0.93 0.94 0.98 1 1.02 0.98

⼩倉 0.96 0.97 0.99 1.07 1.11 1.14 1.16 1.21 1.27 1.33 1.33 1.28

⾏橋 0.75 0.73 0.77 0.8 0.79 0.78 0.83 0.79 0.86 0.78 0.81 0.75

飯塚 0.68 0.68 0.69 0.76 0.74 0.79 0.84 0.9 0.92 0.89 0.91 0.89

直⽅ 0.71 0.67 0.71 0.87 0.83 0.89 0.92 0.88 0.86 1 0.85 0.81

⽥川 0.56 0.53 0.57 0.58 0.65 0.66 0.65 0.66 0.66 0.64 0.66 0.68

⼤牟⽥ 0.88 0.92 0.96 1.01 1.05 1.07 1.02 1.06 1.16 1.2 1.23 1.2

久留⽶ 0.74 0.71 0.72 0.79 0.8 0.82 0.84 0.86 0.9 0.91 0.92 0.88

⼋⼥ 0.76 0.76 0.78 0.75 0.81 0.85 0.88 0.86 0.94 0.98 1.05 1.04

朝倉 0.89 0.84 0.81 0.89 1.02 1.02 1.09 1.01 1.05 0.98 0.99 0.95

平成26年 平成27年

▲図16	 職業安定業務統計（厚生労働省出典出典）	

（２）求職者への就業支援	

【現状と課題】	

厚生労働省が掲げた雇用政策の将来ビジョンには、「仕事を通じた一人一人の成長と、社

会全体の成長の好循環」を目指すとされていますが、本町を管轄する福岡労働局ハローワ

ーク直方の平成 26 年度の有効求人倍率の平均は 0.82 であり、全国の 1.11、福岡県の 1.00

を下回っており、求人数（企業側）の低さがうかがえます。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

【基本方針】	

既創業者や創業予定者を対象とした、地域資源を活かした商品開発や農観連携の観光事

業の創成などの新分野への進出や、新規創業などに対する研修会の開催並びに地域求職者

の能力開発、人材育成に係るセミナー等を開催し、新規創業・新分野への進出・既存事業

の拡大など、地域における雇用機会の拡大を目指します。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

２	 雇用対策事業（就業者数）	 －	 40 人	

	

	 	雇用に関連したプロジェクト事業	

地域創生先行型事業（観光まちおこしプロジェクト等）	

都市農村共生・対流及び地域活性化対策事業（子ども農村交流プロジェクト等）	 	 	 	 	 	 	 	 	

地域資源を活用した商品開発プロジェクト（山村活性化対策事業等）	

実践型地域雇用創造事業（能力開発、人材育成プロジェクト等）	

農山漁村活性化整備対策事業（古民家等イノベーションプロジェクト等）	

雇用創出事業（企業・求職者マッチングプロジェクト等）	

	

※地域の課題や雇用機会を創出する事業の優先順位を決め取り組む。	
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
福岡中央
福岡東
福岡南
福岡西
八幡
小倉
行橋
飯塚
直方
田川
大牟田
久留米
八女
朝倉

平成26年 平成27年

▲図 職業安定業務統計（厚生労働省出典出典）

（２）求職者への就業支援

【現状と課題】

厚生労働省が掲げた雇用政策の将来ビジョンには、「仕事を通じた一人一人の成長と、社

会全体の成長の好循環」を目指すとされていますが、本町を管轄する福岡労働局ハローワ

ーク直方の平成 年度の有効求人倍率の平均は であり、全国の 、福岡県の

を下回っており、求人数（企業側）の低さがうかがえます。

【基本方針】

既創業者や創業予定者を対象とした、地域資源を活かした商品開発や農観連携の観光事

業の創成などの新分野への進出や、新規創業などに対する研修会の開催並びに地域求職者

の能力開発、人材育成に係るセミナー等の開催し、新規創業・新分野への進出・既存事業

の拡大など、地域における雇用機会の拡大を目指します。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

２ 雇用対策事業（就業者数） － 人

雇用に関連したプロジェクト事業

地域創生先行型事業（観光まちおこしプロジェクト等）

都市農村共生・対流及び地域活性化対策事業（子ども農村交流プロジェクト等）

地域資源を活用した商品開発プロジェクト（山村活性化対策事業等）

実践型地域雇用創造事業（能力開発、人材育成プロジェクト等）

農山漁村活性化整備対策事業（古民家等イノベーションプロジェクト等）

雇用創出事業（企業・求職者マッチングプロジェクト等）

※地域の課題や雇用機会を創出する事業の優先順位を決め取り組む。
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（２）新分野への進出・人材育成への支援	

【現状と課題】	

少子高齢化時代の到来による地方人口の減少が社会問題とされる昨今、本町においても、

定住人口の減少が顕著となり、食い止めるべくさまざまな施策に取り組んでいるところで

す。しかし、問題解決には至っていないのが現状であり、雇用においても本町を管轄する

ハローワークの有効求人倍率が１未満という地域でもあることから、人口問題と併せ雇用

面にも大きな課題を抱えています。	

平成 27 年２月に創業支援事業計画を策定し、創業者の支援（経理・財務・人材育成・販

路開拓）を行ってきましたが、修了証の受領者が参加受講者の６割程度であったことから、

今後は、受領者 10 割を目標に支援内容の充実を図る必要があります。	

	

【基本方針】	

今後も創業者の支援を町公式ホームページ、広報紙、町公式フェイスブックページなど

を活用し広く町民に周知を行い、新たな創業による地域産業の活性化及び起業による雇用

の拡大を目指します。	

また、観光による交流人口の増加や新規創業による雇用の創出を目的とした「観光」と

「創業」をキーワードとする「学校まるごとアニメ事業」に取り組みます。旧鞍手南中学

校を活用した「観光」及び「創業支援」事業で、アニメやゲーム、フィギュア等の装いを

楽しむ「コスプレ」が流行っていることなどから、校舎の２・３階部分を開放して「コス

プレ」イベントの撮影会やアニメソングのライブ会場などに利用し、創業支援としては、

アニメ関連イベント参加者がクリエイターを志望していることが多いということから、校

舎４階部分をインキュベーション施設として、クリエイター等の育成に利用します。また、

１階部分を地域拠点としてコミュニティカフェや

特産品の販売等に利用し、観光・商業・農業を一

体的に展開することにより、交流人口の増加、そ

れに伴う地域特産品の販売による地域経済の活性

化が図られます。また、クリエイターなどの創業

希望者へ支援を行うことにより、雇用の確保並び

に地場企業との連携による新商品の開発など地域

経済への波及効果を目指します。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

４	 創業支援事業（起業数）	 －	 ８件	

５	
学校まるごとアニメ事業	
（観光入込客数・創業件数）	

127,000 人	
－	

200,000 人	
22 件	
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１．観光事業の定着による観光入込客数の増加 

（１）観光事業に対する体制整備と意識の醸成	

【現状と課題】	

本町では、観光による交流人口の拡大と地域の活性化を目的とした観光まちおこし事業

に取り組んでいます。しかし、観光に対する専門的知識や経験が不足しており、かつ休憩

所やお土産等を買う物産館や宿泊施設のない本町では、交流人口の増加による地域経済の

活性化が見込めるかが課題となっています。	

	

【基本方針】	

有識者や民間専門家からの助言指導、セミナー等を開催しながら、町民とともに知識を

深め、観光資源の掘り起こしや豊かな自然や文化・伝統等の地域資源の情報発信を積極的

に行い、商工会やＪＡ、各種団体との連携を図りながら鞍手町オリジナルの観光を確立し

交流人口の増加を目指します。	

	 主な取り組みとしては、糖度が高く県内でも高い品質を誇る鞍手町の巨峰を観光に活か

そうと、平成 27 年度から試験的に取り組んだぶどう狩りを継続的に行えるよう生産者等と

の協議を進めながら、さらには、農商工の連携によるマルシェの開催を目指します。	

	 また、特産品を活用した民間主導による商品開発にも取り組みます。	

	 今後も本町の基盤産業である農業の地域資源を活かした観光事業を継続していくととも

に、本町うまれの農畜産物や加工品などを象徴するロゴマークを作成し、販売促進を行っ

ていきます。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

１	 観光まちおこしプロジェクト（観光入込客数）	 127,000 人	 200,000 人	

	

全国に発信!!くらてブランド	

地域資源を活かし、魅力的な観光を推進します	

	14	
基本施策	

基本施策 14	 地域資源を活かし、魅力的な観光を推進します	

全国に発信!!くらてブランド	

事業目標	

中間目標	

観光	

観光事業の定着による観光入込客数の増加	

観光まちおこしプロジェクト	

観光事業に対する体制整備と意識の醸成	
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（２）新分野への進出・人材育成への支援	

【現状と課題】	

少子高齢化時代の到来による地方人口の減少が社会問題とされる昨今、本町においても、

定住人口の減少が顕著となり、食い止めるべくさまざまな施策に取り組んでいるところで

す。しかし、問題解決には至っていないのが現状であり、雇用においても本町を管轄する

ハローワークの有効求人倍率が１未満という地域でもあることから、人口問題と併せ雇用

面にも大きな課題を抱えています。	

平成 27 年２月に創業支援事業計画を策定し、創業者の支援（経理・財務・人材育成・販

路開拓）を行ってきましたが、修了証の受領者が参加受講者の６割程度であったことから、

今後は、受領者 10 割を目標に支援内容の充実を図る必要があります。	

	

【基本方針】	

今後も創業者の支援を町公式ホームページ、広報紙、町公式フェイスブックページなど

を活用し広く町民に周知を行い、新たな創業による地域産業の活性化及び起業による雇用

の拡大を目指します。	

また、観光による交流人口の増加や新規創業による雇用の創出を目的とした「観光」と

「創業」をキーワードとする「学校まるごとアニメ事業」に取り組みます。旧鞍手南中学

校を活用した「観光」及び「創業支援」事業で、アニメやゲーム、フィギュア等の装いを

楽しむ「コスプレ」が流行っていることなどから、校舎の２・３階部分を開放して「コス

プレ」イベントの撮影会やアニメソングのライブ会場などに利用し、創業支援としては、

アニメ関連イベント参加者がクリエイターを志望していることが多いということから、校

舎４階部分をインキュベーション施設として、クリエイター等の育成に利用します。また、

１階部分を地域拠点としてコミュニティカフェや

特産品の販売等に利用し、観光・商業・農業を一

体的に展開することにより、交流人口の増加、そ

れに伴う地域特産品の販売による地域経済の活性

化が図られます。また、クリエイターなどの創業

希望者へ支援を行うことにより、雇用の確保並び

に地場企業との連携による新商品の開発など地域

経済への波及効果を目指します。	

	

№	 事務事業（指標）	 現状（H26）	 目標（H31）	

４	 創業支援事業（起業数）	 －	 ８件	

５	
学校まるごとアニメ事業	
（観光入込客数・創業件数）	

127,000 人	
－	

200,000 人	
22 件	
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１．観光事業の定着による観光入込客数の増加  

（１）観光事業に対する体制整備と意識の醸成	
 

【現状と課題】	
 

本町では、観光による交流人口の拡大と地域の活性化を目的とした観光まちおこし事業

に取り組んでいます。しかし、観光に対する専門的知識や経験が不足しており、かつ休憩

所やお土産等を買う物産館や宿泊施設のない本町では、交流人口の増加による地域経済の

活性化が見込めるかが課題となっています。	
 

	
 

【基本方針】	
 

有識者や民間専門家からの助言指導、セミナー等を開催しながら、町民とともに知識を

深め、観光資源の掘り起こしや豊かな自然や文化・伝統等の地域資源の情報発信を積極的

に行い、商工会やＪＡ、各種団体との連携を図りながら鞍手町オリジナルの観光を確立し

交流人口の増加を目指します。	
 

	
 主な取り組みとしては、糖度が高く県内でも高い品質を誇る鞍手町の巨峰を観光に活か

そうと、平成 27 年度から試験的に取り組んだぶどう狩りを継続的に行えるよう生産者等と

の協議を進めながら、さらには、農商工の連携によるマルシェの開催を目指します。	
 

	
 また、特産品を活用した民間主導による商品開発にも取り組みます。	
 

	
 今後も本町の基幹産業である農業の地域資源を活かした観光事業を継続していくととも

に、本町うまれの農畜産物や加工品などを象徴するロゴマークを作成し、販売促進を行っ

ていきます。	
 

	
 

№	
 事務事業（指標）	
 現状（H26）	
 目標（H31）	
 

１	
 観光まちおこしプロジェクト（観光入込客数）	
 127,000 人	
 200,000 人	
 

	
 

全国に発信!!くらてブランド	
 

地域資源を活かし、魅力的な観光を推進します	
 

	
 14	
 
基本施策	
 

基本施策 14	
 地域資源を活かし、魅力的な観光を推進します	
 

全国に発信!!くらてブランド	
 

！！	
 

	
 

事業目標	
 

中間目標	
 

観光	
 

観光事業の定着による観光入込客数の増加	
 

観光まちおこしプロジェクト	
 

観光事業に対する体制整備と意識の醸成	
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	●「ふっくらくらて」は、鞍手町のコミュニケーションマークで

す。 	

③定住人口の増加	

④交流人口の増加	

⑤企業誘致の促進	

⑥「住んでよかった」「これからも住み続けたい」郷土の愛着や誇りを醸成	

	

４．シティプロモーションの目標	
	 本町では、目的の一つ目に掲げた「認知度の向上」を目指します。本町は、少子高齢化・

人口減少に歯止めをかけるための施策を実施していきますが、まずは、本町を知ってもら

うこと「町名」を覚えてもらうことから実施していきます。	

これは、認知度が向上すれば、その町を知ってみようから始まり、その結果、「訪れたい」、

「活動したい」、「住みたい」に発展し、交流人口や定住人口の増加につながるからです。	

そして「選ばれる自治体」として本町が選択されるよう、さまざまな情報を発信して人

口減少に歯止めをかけ、まちに賑わいを創出し、ひとが輝き続けられるまちを目指してシ

ティプロモーションに取り組みます。	

このシティプロモーションに取り組むことで、まちの魅力を掘り起こし、磨き上げる活

動を通して町民がまちに誇りを持ち、地域への愛着を高めることが図られ、自分たちのま

ちを良くしようとする意識の向上が期待されます。	

また、地域への愛着や誇りの高まりによる町内外への情報発信や地域活動を活性化し、

本町の素晴らしさを再認識してもらい、「住んでよかった」「これからも住み続けたい」と

いう思いを抱いていただけるよう、郷土への愛着心や誇りの向上を目指します。	

	

	 連想されるまちを目指す	

	

	

	

	

	

	

	

５．コミュニケーションマークの活用	
	 本町は、平成 24 年度に鞍手町イメージアップ戦略事業の一環として、町のコミュニケー

ションマークを作成し、本町を効果的に宣伝するとともに町の知名度を高めることを目的

として作成しました。	

今後は、町だけの使用にとどめず、町内に事務所を有する事業者や各種団体に活用して

もらい、本町のシティプロモーションの一助となるよう周知を図っていきます。	

		

	
	

	

	 	

Ｑ１	 ぶどうと言えば？	

Ｑ２	 サブカルと言えば？	

Ｑ３	 教育が盛んなまちは？	

Ａ	 くらて	
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１．シティプロモーションとは	
シティプロモーションは地域再生、観光振興、住民協働などさまざまな概念が含まれて

いるもので、シティプロモーションの捉え方はさまざまで、自治体にはない「営業」とい

う要素が多く含まれるため「自治体の営業活動」とも言い換えられます。	

シティプロモーションは、地域の魅力を「見つけ」「集め」「創る」ことを行い、それを

国内外に発信し、町のブランド力を高め、「訪れたい」「買いたい」「住みたい」「働きたい」

「営みたい」などの意識や行動が喚起され、「ヒト・モノ・カネ・情報」が活発に行き交う、

元気で活力のあるまちを創る取り組みです。	

	

２．シティプロモーションの位置付け	
第５次鞍手町総合計画では、「基本構想」で、将来像を「新たな力で躍動するまち	くら

て」、キャッチフレーズを「未来につなぐ	つながる	希望の芽」と定めています。この将来

像を実現するため、まちづくりの方向性・あり方を示す政策に３つの柱を立て、それを実

現するための基本施策を「基本計画」に位置付け、「まちの魅力発信」の充実を図るため、

基本施策の一つとしてシティプロモーションを位置づけます。	

また、シティプロモーションは、既存の特定の分野にとどまらず、横断的に実施するも

のとして位置づけます。	

具体的には、各分野の様々な計画やビジョンに基づき実施している事業に、シティプロ

モーションに基づき本町をアピールしていく統一的なコンセプト（イメージ）を取り入れ

ることにより、各事業の実施効果を一層高めることを目指していきます。	

	

３．シティプロモーションの効果	
①認知度の向上	

②特産品の販売促進及び販路拡大による地域経済の活性化	

基本施策 15	 まちの知名度を向上させます	

シティプロモーション	

	第４章	 まちの魅力を全国に	

シティプロモーション推進体制の構築	情報発信	

第１節	 情報発信力の強化	

シティプロモーション	

まちの知名度を向上させます	

	15	
基本施策	
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１．シティプロモーションとは	
シティプロモーションは地域再生、観光振興、住民協働などさまざまな概念が含まれて

いるもので、シティプロモーションの捉え方はさまざまで、自治体にはない「営業」とい

う要素が多く含まれるため「自治体の営業活動」とも言い換えられます。	

シティプロモーションは、地域の魅力を「見つけ」「集め」「創る」ことを行い、それを

国内外に発信し、町のブランド力を高め、「訪れたい」「買いたい」「住みたい」「働きたい」

「営みたい」などの意識や行動が喚起され、「ヒト・モノ・カネ・情報」が活発に行き交う、

元気で活力のあるまちを創る取り組みです。	

	

２．シティプロモーションの位置付け	
第５次鞍手町総合計画では、「基本構想」で、将来像を「新たな力で躍動するまち	くら

て」、キャッチフレーズを「未来につなぐ	つながる	希望の芽」と定めています。この将来

像を実現するため、まちづくりの方向性・あり方を示す政策に３つの柱を立て、それを実

現するための基本施策を「基本計画」に位置付け、「まちの魅力発信」の充実を図るため、

基本施策の一つとしてシティプロモーションを位置づけます。	

また、シティプロモーションは、既存の特定の分野にとどまらず、横断的に実施するも

のとして位置づけます。	

具体的には、各分野の様々な計画やビジョンに基づき実施している事業に、シティプロ

モーションに基づき本町をアピールしていく統一的なコンセプト（イメージ）を取り入れ

ることにより、各事業の実施効果を一層高めることを目指していきます。	

	

３．シティプロモーションの効果	
①認知度の向上	

②特産品の販売促進及び販路拡大による地域経済の活性化	

基本施策 15	 まちの知名度を向上させます	

シティプロモーション	

	第４章	 まちの魅力を全国に	

シティプロモーション推進体制の構築	情報発信	

第１節	 情報発信力の強化	

シティプロモーション	

まちの知名度を向上させます	

	15	
基本施策	
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 ●「ふっくらくらて」は、鞍手町のコミュニケーションマークです。	
 

③定住人口の増加	
 

④交流人口の増加	
 

⑤企業誘致の促進	
 

⑥「住んでよかった」「これからも住み続けたい」郷土の愛着や誇りを醸成	
 

	
 

４．シティプロモーションの目標	
 
	
 本町では、目的の一つ目に掲げた「認知度の向上」を目指します。本町は、少子高齢化・

人口減少に歯止めをかけるための施策を実施していきますが、まずは、本町を知ってもら

うこと「町名」を覚えてもらうことから実施していきます。	
 

これは、認知度が向上すれば、その町を知ってみようから始まり、その結果、「訪れたい」、

「活動したい」、「住みたい」に発展し、交流人口や定住人口の増加につながるからです。	
 

そして「選ばれる自治体」として本町が選択されるよう、さまざまな情報を発信して人

口減少に歯止めをかけ、まちに賑わいを創出し、ひとが輝き続けられるまちを目指してシ

ティプロモーションに取り組みます。	
 

このシティプロモーションに取り組むことで、まちの魅力を掘り起こし、磨き上げる活

動を通して町民がまちに誇りを持ち、地域への愛着を高めることが図られ、自分たちのま

ちを良くしようとする意識の向上が期待されます。	
 

また、地域への愛着や誇りの高まりによる町内外への情報発信や地域活動を活性化し、

本町の素晴らしさを再認識してもらい、「住んでよかった」「これからも住み続けたい」と

いう思いを抱いていただけるよう、郷土への愛着心や誇りの向上を目指します。	
 

	
 

	
 連想されるまちを目指す	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

５．コミュニケーションマークの活用	
 
	
 本町は、平成 24 年度に鞍手町イメージアップ戦略事業の一環として、町のコミュニケー

ションマークを作成し、本町を効果的に宣伝するとともに町の知名度を高めることを目的

として作成しました。	
 

今後は、町だけの使用にとどめず、町内に事務所を有する事業者や各種団体に活用して

もらい、本町のシティプロモーションの一助となるよう周知を図っていきます。	
 

	
 	
 

	
 
	
 

	
 

	
 	
 

Ｑ１	
 ぶどうと言えば？	
 

Ｑ２	
 サブカルと言えば？	
 

Ｑ３	
 教育が盛んなまちは？	
 

Ａ	
 くらて	
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１．シティプロモーションとは	
シティプロモーションは地域再生、観光振興、住民協働などさまざまな概念が含まれて

いるもので、シティプロモーションの捉え方はさまざまで、自治体にはない「営業」とい

う要素が多く含まれるため「自治体の営業活動」とも言い換えられます。	

シティプロモーションは、地域の魅力を「見つけ」「集め」「創る」ことを行い、それを

国内外に発信し、町のブランド力を高め、「訪れたい」「買いたい」「住みたい」「働きたい」

「営みたい」などの意識や行動が喚起され、「ヒト・モノ・カネ・情報」が活発に行き交う、

元気で活力のあるまちを創る取り組みです。	

	

２．シティプロモーションの位置付け	
第５次鞍手町総合計画では、「基本構想」で、将来像を「新たな力で躍動するまち	くら

て」、キャッチフレーズを「未来につなぐ	つながる	希望の芽」と定めています。この将来

像を実現するため、まちづくりの方向性・あり方を示す政策に３つの柱を立て、それを実

現するための基本施策を「基本計画」に位置付け、「まちの魅力発信」の充実を図るため、

基本施策の一つとしてシティプロモーションを位置づけます。	

また、シティプロモーションは、既存の特定の分野にとどまらず、横断的に実施するも

のとして位置づけます。	

具体的には、各分野の様々な計画やビジョンに基づき実施している事業に、シティプロ

モーションに基づき本町をアピールしていく統一的なコンセプト（イメージ）を取り入れ

ることにより、各事業の実施効果を一層高めることを目指していきます。	

	

３．シティプロモーションの効果	
①認知度の向上	

②特産品の販売促進及び販路拡大による地域経済の活性化	

基本施策 15	 まちの知名度を向上させます	

シティプロモーション	

	第４章	 まちの魅力を全国に	

シティプロモーション推進体制の構築	情報発信	

第１節	 情報発信力の強化	

シティプロモーション	

まちの知名度を向上させます	

	15	
基本施策	
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【基本方針】

これまで、本町は情報発信を苦手としていました。その結果、「鞍手町」ってどこにある

の？どんな字を書くの？など認知度の低さがうかがえます。そのような状況を打開するた

め、シティプロモーションを実施するに当たり、庁内の体制整備を整え、情報発信の方法

などについて調査・研究をして町の知名度の向上を目指します。

具体的にシティプロモーションを進めていくためには、まちに関わるあらゆる人が、本

町の良さを認識して愛着や誇りを持ってもらうことが必要です。効果的に事業を推進して

いくために、町と町民や団体、企業などが官民一体となって事業を進める体制を構築して

取り組むこととします。

さらに、効果的なシティプロモーション活動を実施するために、マスメディア等の媒体

を活用した広報活動や人的ネットワークを活用した総合的な情報発信を行い、本町の認知

度向上を強力に推進します。

また、次代を担う子どもたちへの本町に対する愛着と誇りを醸成していく教育や活動に

も取り組んでいきます。

魅力溢れるまちづくりと効果的なＰＲを進め、「また訪れたい」「いつか住んでみたい」

「いつまでも住み続けたい」と思われるまちを目指します。

№ 事務事業（指標） 現状（ ） 目標（ ）

１
シティプロモーション推進体制の構築
（推進体制の構築）

－ 推進体制の構築
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